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はじめに   

本報告書は、環境庁国立環境研究所の委託により財団法人日本気象協会が「平成11年度ImSプロジェ  

クトデータブック作成業務」としてとりまとめたものを基に、ILASプロジェクトにおいて取得、処理され  

た観測データおよび検証実験データの解析、及び検証・比較の結果について、利用者へ基礎情報を提供する  

ことを目的として再編集を行ったものである。   

改良型大気周縁赤外分光計IuSは、極域成層圏のオゾンを監視・研究するために環境庁が開発し、地球  

観測プラットフォーム技術衛星ADEOSに搭載された大気センサーである。ADEOSは、1996年8月17  

日に宇宙開発事業団（NASDA）の′HLllロケットにより種子島宇宙センターから打ち上げられ1997年6  

月30日に太陽電池パネルの故障により電源供給が止まり、運用を停止した。約8ケ月間という短い期間で  

はあるが、ImSにより貴重なデータが取得され、またこの間国内外の研究機閑、施設の協力を得た大規模  

な検証実験も行われ、データベースが構築された。これらのデータは国立環境研究所によって処理、揺供さ  

れているが、それと併行してデータ質の評価、各種検証データによる検証・比較解析が進められ、それらの  

検討結果に基づく処理アルゴリズムの改訂とデータの再処理も継続して行われている。・   

本書では、平成11年度末の時点で最新のデータプロダクトであるVersion4．20について、データの概  

要、検証実験データ・他衛星データとの比較等を中心に記述した。検証・比較の作業には、IIAS検証実験  

として各国の多＜の研究者の手により取得され、IL互S検証実験データベース（IIAS CMDB）に登録され  

たデータの他、HALOE、SAGEIl、POAMIl、M13等の衛星データ、また、WOUDC、OSDOC、POIJARJS  

（注）のデータベースに登録されているオゾンゾンデデータ、ドプソン計ワンケルデータを用いた。ここに  

nAS CMDBデータの使用を許可された検証実験参加の研究者の皆様に感謝申し上げる。また、OSDOCの  

非公開デT夕の使用に関しては、B．R．BQjk釧（NILU）、M．Gil（INTA，IMO）、IL Kyro（FMI）、I．S．  

Mikkelsen（DMI）、Z．Litynska（1MWM）、M．Molyneux（UKMO）の各位並びに各機関に謝意を表する。他  

衛星データ、WOUDC及びPOIJIRISデータは、公開データを利用した．   

編集作業の多くは、（財）日本気象協会の工藤泰子氏の手を煩わせた。しかし、内容について不備がある  

とすれば、すべて編者の責任である。読者の皆様の忌悍のないご意見、ご批判を賜れば幸いである。   

なお、なるべ■く新しい情報を盛り込む趣旨から、編集作業中の平成12年度第1四半期の実績を一部取り  

込んだ記述となっている。  

平成12年9月  

衛星観測プロジェクト  

笹野泰弘  

（注）OSDOC（OzoneSoundingsasatcx）1forDetectingO20neChange）  

WOUDC（WorldOzoneandUltravioletradiationDataCentre）  

POLARIS（PhotochemistryofOzoneI＿DSSintheArcticRegionInSummer）   
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薫1暮IuSプロジェクトの暮暮  
壬．1正座酎虹よ糊「  

1．1．1卿麺  

蘭島重義衰海鹿赤外分光芽＝坤Sg鱒p間色d坤鵬・坤10甲鱒督′B㈱敵地球観潮  
ブラットフオ「ム薦鱒鱒鼻「みぜり」通鰯㌻御Ⅴ独戚R血瑚喝写呼野吻に華軒   

された大気センサーのひとうである（囲1．1）。   
Å瑚写像馳槻鱒喀、オゾン膚の療犠上敷静雨林の滅久義発売象の発生など殴猿  

墳変化に対応した全地銀塊換の綾瀾夢」多重痕藤し、国際協知事よ魯痍埼監捏旺痩鼓そ U   
亀とセノ屯旺、痍粒闇鱒観閲システム茫必要なダラットフォーム・バス技術等硲関野馨  

行うことを目的として開発哀れた，搭載皆酌たセンサー噂m鳩め敵地．班眩－精義．  
蘭レ「ザ轟光蕗吸瑚濠用帥nリブレ考タL．d細髄頗感激射盤虜鮒、脚鱒   

滴性能面観赤外磯鹿敷計き．樽繍ぬ癒乱計）∴1QMS付ゾン金塾嶽光諌き、  

ア鱒臥嘩轟犀問軸臥払臨機醜蝉せンササ髄る嶺1ふ   
ADEO＄の主郵韓轟を挙蝮に寿前脚顧打ち上げは血年細野咽臥潮間  

発事業団脚軌票轡軸i虎加軸‡こ卿ぜ瑚叫吟路町塾ロケザ輌嬢   
織により種子島宇宙センターで行わわ、打ち上げ前の計廼＝二ほぼ則った軌道（傾斜角  

関・♂、高度紛ぬ馳阻で、励助分か柑て地域麿一周する太勝岡鱒学園鱒覇臆）虹鱒入   

された．打ち1こげ捜はil三瀬に稼働L・ていたが、l仰牛…測日大別電漁J、†ドルの枝跡こ   
よる電源系統農冊が発生し、デ・一夕のi翌日が途絶した．凹贅の可能性は編めて低いとの   
判断からその後申運用を断念することになり、Åp軍【拶旺よ冬観測は、開始以来鞄綴ケ月  

凹l．1ÅDヒOS叶粗回（IIAS爪tSパンフレット、団祇環境研究所より）  

＝エT   



表1．1ADEOS搭載センサー  

センサ「名   開発機閑   観測目的   
M  環境庁   極域における大気徴丘成分（03，  
qmprovedLlmbAtmosphedcSp8drometer）   

改良型大気周縁赤外分光計  
HNO3，NO2，CH4，H20，エアロソ  

ル、フロン）の高度分布の測定   

RIS   環境庁   地上局上空の03，CO2，フロン   
（Retrore血ectorinSpace）  などの濃度測定   
地上・衛星間レーザー長光路吸収測定用  

リトロリフレクタ  
OCTS   NASDA   

（OceanColorandTemperatureScanner）  
海色及び海表面温度測定  

宇宙開発事業団   
海色海温走査放射計  

AVNm   NASDA   陸域及び沿岸域の地表面の観測   
（AdvancedVisibleandNear－  
InfraledRadiometer）   

宇宙開発事業団   

高性能可視近赤外放射計  
NSCÅT   NASA／JPL   海上風の風向・風速の測定   
（NASASeatteromeler）   米国航空宇宙局／ジェッ   

NASA散乱計   ト推進研究所   
TOMS   NÅSA／GSFC   オゾン皇及び二酸化硫黄のグロ   
Crotal0ヱOneMappingSpec（rometer）   米国航空宇宙局／ゴダー  ーパルな分布   

オゾン全量分光計   ド宇宙飛行センター   
POLDER   CNES   地球表面や大気で反射される太   
げ01arizationandDirectionalityoftheEar（h’s  フランス国立宇宙開発  陽光の偏光と方向性の測定   
Renectano∬）  センター   

地表反射光観測装眉  
MG   通商産業省   大気中のCO2，CH4，N20その他   
（hte舵rometdcMonitor如rGreenhousモgおeS）  の温室効果ガスの地域分布の渕   

温室効果気体センサ  定   

表1．2 ADEOS主要諸元  

形状   一翼式太陽電池パドルを有するモジュール方式 

本体 約4×4×5（m）（ミッション、バスモジュール）  

太陽電池パドル 約3×26（m）   

重量   打ち上げ時 約3．5トン   

姿勢安定方式   ゼロモーメンタム三軸制御ストラップダウン方式 

設計寿命   3年   

打ち上げロケッ  

ト   
打ち上げ場所   種子島宇宙センター   

打ち上げ日時   1996年8月17日10時53分   

種類   太陽同期準回期軌道（東方移動ト  
（周回数：14＋11／41周／日）  

高度   796．75km  

軌道  
傾斜角   98．59度  

周期   100．92分  

回帰日数   41日  

周回数／回帰   585周回  

最小軌道間距離  68．5km（赤道上）  

降交点通過地方時  午前10時30分土15分   

データ送信   直接送信及び衛星間通信（記録装置搭載）   

－2－   



1．1．2ILASの測定原理と測定対象   

ILASは、対流圏上部から成層圏全体にわたるオゾン濃度やそれに関係する窒素酸化物、   

水酸化物などの微量成分、エアロゾルの濃度、気温・気圧の高度分布など高層大気中の   

化学過程、力学過程を理解する上で必要なデータを取得することを目的として、環境庁   

により開発された。ILASの主要諸元を表1．3に示す。  

表1．3 ILASの主要諸元  

項目  諸元等   

鮒波長  
赤外  6．211～u．765〝m（1，610～850cm－1）  
可視  0．753～0．784上⊥m（13，280～12，755cm’1）   

寸 法  1．630 × 800 × 550mm   

重 量  130・2kg   

消費電力  78．3W （運用時最大）   

データレート  517kbps  

視野  赤外  2km（鉛直）×13km（水平）  
（接線高度10kmの時）       可視  2km（鉛直）× 2km（水平）   

（1）lLASの測定原理  

IuSは測定法としてSAGEIlやfLWEと同様、太陽掩蔽法（solaroccultationmethod）  

を採用している。太陽掩蔽法は周縁吸収測定法の一種で、太陽光が地球縁辺の大気層を  

通過する際に受ける吸収量をスペクトル分解して測定するものである。物質は固有の吸  

収波長特性を持つことから、吸収スペクトルにより光が通過した大気層に存在する物質  

の同定・定量化ができるが、図1．2に示すように、衛星の進行に伴って連続的に異なる高  

度の大気層を通過する太陽光を測定することにより、気体成分濃度が高度別に求められ  

る。この高度とは、図中の接線高度のことで、地球中心から各光路に下ろした垂線で定  

義される海抜高度にあたり、ImSは約10～60k皿の高度範周を測定することができる。太  

陽掩蔽法の特徴としては、輝度の高い太陽を光源とすることから極めて高い精度の測定  

が可能であること、大気圏外での光源の測定を毎回行い、これを参照光として大気微量  

成分による光の減衰を求めることから、機器の劣化などの影響を受けにくく、信頼性が  

高いことなどがあげられる。   

太陽掩蔽法では、観測位置の決定精度が大気成分の高度分布の最終的な測定精度に大  

きく影響する。ADEOSの位置については、週3回の軌道決定により3軸方向（地球方向、  

進行方向、水平方向）とも150m（3け）の精度で決定され、時刻についても17ミリ秒と  

いう極めて高い精度で求められる。さらに、mSは瞬時視野の位置を太陽上端からの角  

度で精度良く（約8 

高い精度で決定することができる。  

－3岬   



一息・｛   
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仔甲鵬細田呵  

A脚ぷ  ．・▼  

園1．2 ⅡASの乾激原理（ADE¢髄脳バンプレツト、国立環境研究所より）  

1996、11．20  1997．03．28  

国i．4‾輌、の湘定地点   

（1卵掛率11月劫日（清華瑠）と1卯′年3月由自（北半球）め桝）  

亡丘  

■   
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図1．3IuS測定位置の緯度（太線）と地方時での測定時刻（細線）の変化  

（199（；年11月～1997年6月）  
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収海が東陽同期準回帰壌軌護衛星でみり、Mが太陽を光雪鼠とすることかち、由  

1：き∴に赤きれるように阻購の細密領域ほ刺繍半凍の高緯度地蔵に限ち軌、甫半唾軍事  

南無63～釘鼠北半球で事ま1鴎お心柑度であ′る。測定緯度は太陽の赤緯たよってゆる  

軸チ濫年輩化し、南北南半球阜も専断秋分蛸拓闊軸位置が穀も健脚こ寧臥夏至・  

冬至の頓に最も赤道側鹿なるニーあApBO畠臥‡即こ地球の奮わりを融ま14周するた  

ノめ、‡白魔軸痘痕は融ヒ南半球の向→緯度轟の円虐上に各掬地点あ甲、鱒唾地点は亜馳S  

串間球を1属する酎こ鱒公○ず？西へずれる噛1叫これらの測定佐野ま、地坪や眉  

二転と反対向きに移動するめで太掛こ対しては同じ位せが傍たれており、研から克て北  
「筆坪で陸尉こ日申出申機上南半球で臨港乾田－の入りの状態での観測となる．   

国1．5は’狂ÅSめ内藤構造∴図l．点は偶による軸定の概念国である。皿ASは、太陽  

追尾ミラ㍉鋤、義外分光義〆検出器、可搬光藩／換出私宅手回革轟かち横越  

きれている。皿ASにÅ射した泰険難臥 2戦利静めジン／労ほラー（太陽追尾ミテー）  

監東り聾遠鏡光蹄旺導かれ瞬時鶴野ほ相為する磯野スリヅト上に集光首れる，粂簸き  

わた光軋乗ずビームスプリッダ旺；よサて赤外光と可視光に分離き軋赤外光ほ赤外分  

光器で分光揉、無電型リニアアり検山鴬で検出され可視光も呵様にリニ丁・り・－ジ  
センサ（フォトダイサー一ドアレイlによ畑瞼出される．物質はそれぞれ固有の吸収波艮  

を持ち、分光涯長域と検出浄の啓革予の陛直撃対応しでいるた軌海産ガス呼吸収の騰  

報は吸収波長に対応する＝素子め出力を鏡掬することにより÷得られる。  

ー広，－   



l・川l．  

図1．6ImSによる測定の概念図   

（2）mASの測定対象  

ILAsは赤外波長（6，211～11．765〟m）の吸収測定から、オゾン（0。）、一酸化二窒素（N20）、  

硝酸（脚03）、二酸化窒素（NO2）、メタン（CIも）、水蒸気（H20）、クロロフルオロカー  

ボン（CFCTll、CFC－12）、五酸化二窒素（N205）の濃度の高度分布、エアロゾル消散係  

数（7．12、8．27、10．6、11．76／上m）の高度分布が得られる。ただし、クロロフルオロカー  

ボンと五酸化二窒素については、高度分解能や測定精度が劣る。一方、可視波長（0．753  

～0．784〟m）の吸収測定からは、酸素分子による吸収に着目することにより、気温と気  

圧の高度分布およびエアロゾル消散係数（0．780〝m）が導出される。   

なお、ILASによる測定対象高度範周は約10～60km、高度分解能（瞬時視野の高度方  

向の幅）は約2km、水平視野は赤外が13km、可視が2kmである。  

1．2IMの検証実験   

ImSの測定データの信頼性を確認し、科学的に意義のあるものにするために、国内外   

の研究期間の協力を得て、検証実験が計画され遂行された。   

検証は、IuSによる測定と同時に同位置で地上等からの測定を行い、両者のデータを   

比較検討することにより行われる。   

IuSの検証実験データは、同時観測をする機関などの観点から、環境庁（国立環境研   

究所が助言）が実施したコア検証実験観測データ、国内外の研究機関が実施した協力観   

測データ、気象観測機関が実施している定常気象観測データの3つに区分される。  
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（1）コア検証実験  

環境庁のILA5プロジェクト経費によるもので、国内外の研究機関や観測機関への   

委託による観測も含んでいる。  

（2）協力観測  

国内外の研究機閑、観測機閑の独自の予算によって実施された観測で、IuSデー   

タと協力観測者の測定データの交換を行うことを原則としている。  

（3）定常気象観測  

一般に気象観測機関が実施している国際的かつ定常的な観測で、データが公開さ   

れているものをさす。主にWMOのルーチン観測網による観測がこれに当たり、日   

本では気象庁から気象業務支援センターを介してデータを入手できる。  

1．3ILA5データの処理と配信   

宇宙開発事業団（NASDA）地球観測センターで受信されたII，ASの測定デp夕は、国   

立環境研究所内に設置されている「JLAS／llASII衛星データ処理運用施設」（ILAS／II．AS  

IIDHF（DataHand】ingFacility））に転送され、処理・解析がなされた後、プロジェクト関   

連研究をはじめ、その他一般ユーザー等に提供される。  

1．3．1ⅠIASデータの処理   

NASDA地球観測センタpから送信されてくるIIJASミッションデータ（レベル0）は、   

DHFのデータ処理サブシステムにおいて処理される。データ処理の過程は、事前処理、   

レベル0→1処軋 レベル1⊥2処理及び後処理の4段階に大別される（衰1．3）。   

事前処理は、P－Tテーブル、装置特性テーブル、太陽光源テーブル等の計算・作成と   

参照用標準大気モデルの作成、ミッションデータ処理に必要な計算条件等の設定を行う   

もので、初期設定時及び変更が必要な時にのみ行われる。  

レベル0一→1処理の段階では、観測データの有効成分の抽出、スパイクノイズの除去等   

の異常値・欠測値の処理、相対輝度電圧補正、観測時刻及び衛星位置データからの観測   

位置決定を行う。  

レベル1→2処理の段階では、気温・気圧、エアロゾル消散係数、ガス成分濃度等の算   

出を行う。まず、可視チャンネル透過率スペクトルデータをエアロゾル・空気分子の散   

乱による寄与分と酸素分子の吸収による寄与分とに分離する。分離はベースラインを推   

定し、それに基づいて行われる。次に酸素分子の吸収スペクトルから非線形最小二乗法   

により、気温と気圧のプロファイルを導出する。導出された気温・気圧データ■2からレ   

イリー散乱分を計算し、酸素の吸収以外の寄与分からレイリー散乱の寄与分を差し引く   

と、残りはエアロゾルによる透過率となる。これから、エアロゾル消散係数のプロファ   

イルを高度方向のインバージョン（反転）により求める。  

ー8－   



赤外チャンネルデータからは、すでに求められている気温・気圧のプロファイルを利  

用して、赤外エアロゾルと吸収気体のプロファイルを導出する。まず、赤外の窓チャン  

ネルと呼ばれる4素子におけるエアロゾル消散係数を導出し、次に赤外全素子分のエア  

ロゾル消散スペクトル（ベースライン）を推定する。次に吸収気体（03，HNO3，N20，CH4，  

NO2，H20等）の体積混合比の高度分布を未知パラメータとして、大気上層から下層に向  

かって順次導出する。各高度では、非線形最小二乗法により複数の未知パラメータの値  

が同時に導出される。   

後処理は、必要に応じてログ情報の抽出・編集及びログ情報リストの出力等を行う。  

表1．4IuSデータの処理  

区  分  概 ■要  

事前処理  P－Tテーブルの計算・編集  
装置特性テーブルの計算  
太陽光源テーブル作成  
計算条件等の設定  
観測データの有効成分の抽出  
異常値・欠測値の処理  
相対輝度電圧補正  
観測位置の計算  
気温・気圧の算出  
エアロゾル消散係数の算出  
ガス成分濃度の算出  
ログ情報の編集   

レベル0→1処理  

レベル1→2処理  

後処理  

表1．5にIuSのデータレベルとその内容を示す。観測データ（レベル0）は、DHIりこ  

転送された後処理されるが、処理されたデータは、その処理される段階によって、レベ  

ル0、レベルOa，レベルOb、レベル1及びレベル2に区分される。また、軌道データを  

予測値で示すデータもDHFに転送される。これは、軌道予測値を用いて予備的に処理さ  

れるもので、データ質等を迅速に把握することを目的としている。なお、レベル2のデ  

ータ量は1日分で2MB程度、1年で700MB程度である。  
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表1．51LASのデータレベルとその内容  

レベル  内  容  

地球観測センターから提供されるILAS観測データ  
地球観測センターから提供されるILAS観測データ  
0％、100％、有効部観測データの抽出済みデータ  
0％、100％、有効部観測データの抽出済みデータ  
異常値／欠測値処理済みデータ  
異常値／欠測値処理済みデータ  
相対輝度電圧値補正済みデータ  
相対輝度電圧値補正済みデータ’  
リトリーパル処理結果データ  
（各観測地点毎の大気微量成分濃度、物理量と、  
その測定誤差の鉛直分布データ）  
リトリーパル処理結果データ  
（各観測地点毎の大気微量成分濃度、物理量と、  
その測定誤差の鉛直分布データ）  

（軌道：決定値）  

（軌道：予測値）  

（軌道：決定値）  

（軌道：予測値）  

（軌道：決定値）  

（軌道：予測値）  

（軌道：決定値）  

（軌道：予測値）  

レベル0  

レベル0，  

レベルOa  

レベルOa，  

レベルOb  

レベルOb，  

レベル1  

レベル1，  

レノベル2  

（軌道：決定値）  

レベル2，  

（軌道：予測値）  

1．3．2ILA5データの提供   

DHFにおいて処理されたデータが研究者等に提供されるまでには、データ質評価、検   

証解析、機器トレンド評価などの作業が行われる。このため、データ利用目的、研究者   

登録区分によって、データの提供に際しての条件が異なる。  

定常的なデータ賀の評価は、測定対象パラメータ（例えば、オゾン等の高度分布）の   

平均的な値（ILASデータ質評価用参照大気モデルデータと呼ばれる）と予想される変動   

幅についてあらかじめデータセットを用意しておき、処理された個々のデータが、その   

変動幅の中に入っているかどうか自動的に判定することが行われる。仮に、自動判定で   

警告が出された場合には、データ質評価の担当者がその原因を調査し、自然現象である   

か、機器の異常によるものであるか等の検討を行う。   

検証解析は、前節で述べた検証実験等で取得されたデータを用いて行われるもので、   

現在進行中である。未検証データはすでに提供が行われているが、検証済みデータの提   

供は、検証解析の完了後になる。  

機器トレンド評価は、機器自身の劣化等の影響を調べるために、12ケ月程度の期間の   

データを時系列的に評価するものである。   

データ利用の目的は、・アルゴリズム研究、検証実験・解析、データ利用解析研究に大   

きく分けられる。研究者はプロジェクトスタッフ（国立環境研究所）、プロジェクト検討   

委員を含むサイエンスチーム、公募研究者、検証実験チーム、その他一般研究者に区分   

される。あらかじめ登録された研究者に対するデータ検索、取得要求、提供配布は、オ   

ンライン、オフラインのいずれも可能であり、■一般の研究者等についてもオフラインだ  
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けでなく、mASホームページを通してのデータ検索，取得要求が可能である。ただし、  

近年の実状は、すべてWeb上でのデータ提供になっている。データ提供条件に係る詳細  

は、国立環境研究所1LASプロジェクトオフィスから入手することができる。また、デー  

タフォーマット等についての詳細については、「ILASユーザーズハンドブック第1．0版」  

に記載されている。  

1．33IuSホームページ   

ILASホームページのURLはhtt  ある。ホームページ上では、IuS  w＼VW－ilas．nics．   

やIuSプロジェクトの内容が紹介されている他、データの検索や取得ができる。以下に  

IuSホームページの内容（日本語バージョン）を示す。  

トップページ  

プロジェクトリーダーからのニュrス、プロダクトの登録・更新情報、ニュースレ  
ター発行情報など  

usプロジェクト  
rIuSによる高層大気環境の観測」笹野泰弘  
“II－ASprqject；I”i爪Strument，PCrn）manCeandvalidationplan”YSasanoelaL  
IuSおよぴIuS．ⅠⅠ関係者による学会発表等  
April1997toMarch1998  

1LAの＿覧（英藩のみ）   
ILASPrqjectManagingOffice   
ILASPrq5ectStaff 
11JASPrqjectAdvisoryCommittee  
lLASScienceTヒam  
JRAP）sandCo－PIs  

7LASValidationExperimentsTもam  
FrenchBalloonCampaignTtam  
ColltraCtOTS  

Others related 

IuSプロジェクトスタッフのスナップ写真（英語のみ）  

在の状  

LA5ニュースレター  
IuSScienceTbamNews No．0－No．17 （日本論のみ）  
IuSNEWSLl王TTERNo．18－No．48（日本籍／英語）  

LA5成果集パンフレット（英帝版）  

1LASpamphIet（initiatresl）lts）PDFfiles  

Cover  
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OutlineofJLAS  

btitudinalcoverageofIuSobservationsandobservationpointswithinoneday  
Aldblde－longihldecrossdonsofthemncentIadonsofa叫hericbueSI血esobservedbymAS  
ⅦlidationstatusofatmospherictracespeciesobservedbylLAS  
OzonedepletionintheArcticregミOn（partl）  
OzonedepletionintheArcticreglOn（part2）  

uS＆MSDH  
WhatisDHF？  
SoftwareSystems  
DHF Computers 
51a暮usorope柑tj州andFulureplansorDIIF  
Conta（：ttOIL丸S＆1uSDIIF  

ドキュメント・出版  

。ジェクト報告（P。F）  
平成9年度ImS＆RISプロジェクト報告（PDF）  
平成8年度mAS＆RISプロジェクト報告（PDF）  
1LASユーザーズハンドブック第1．0版（PDF／PS）  
mASCorrelativeMeasurementPlan（PDF／PS）  
Memorandumofu］derstandhghrParhcipadnginth占nASPr（桓tP40U）げDF／PS）  
CorrelativeMeasurementDataRegistrationManual（PDF／PS）  
GuidelineforwritingpapersonlLASvalidation  

eb利用状  
IuSWeb総アクセス状況  
mASⅥ厄b月別アクセス状況  

データ程供についての問い合わせ先  
ILASプロジェクトについての問い合わせ  
1IASニュースレターに関するコメント提案、または記事についての送付先  
本ドキュメントに関するコメント‥提案等についての送付先  

erimemt  

Mea5UremeI】【bcatiol】Prediction  
lね1idationExperimentPlan  
ValidationCalendarandMap  

istratio  LASCMDRe   
CMDBRegistrationInfomation  
MOUforparticIPationtoILASProject  
CMDBRegistrationManual  

LASDataSearchamdOrderin  

IhSI，mductsInYentOrySearehandOrder   
l屯丁．5．00，4．22，4．21，4．20，3・47，3・10，3・00，2・00，1・00  
ILA5andComIa臼γeMeasuⅣmeDIPlob  
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ComparisonplotsforIIAS（Ver・5・00，4・20，3・10）withKiJllna／Syowaozon sondes  
andsatellites（SAGEII，HAl．OE，POAMII）data  

IuS（VeI：M．20）ImageBmwser   
AltitudevsLongitudeCrossSection（one－dayplot）  
TimevsAltitudeCrossSection（3－Weekplot）  
TimevsAltitudeCrossSection（12－Weekplot）  
LinktoGenera）Userspage（ver14．20andYet：3．10Product＄InventorySearChand  

ImageBmwser）  
ILASOverview  

AboutILAS＼屯rsion4．20ProductsOverview  
About】LASVersion3．10ProductsOverview  

ILASPublications  

7LASDa（aYbuCanGet  

UserRegistratibn   
lLASDigitalDataDownloada11dProfileGraphs  
lLAS lmage Browser 
Altitudevsl．ongitudeCrossSection（one－daypIot）：Ver・4・20，3・10  
TimevsAltitudeCrossSection（12－Weekplo（）ニVer・4・20  
TimevsAltitudeCrossSection（3－Weekplot）：Ver－3．10  
UKMOPmducbh▼entOI7馳arch（YelJ．10ⅡASmea5uI℃mentlo岨伽n）  
Temperature，Pressure，Potentialtemperature，Potentialvorticlty  
UKMOProductsfbrCorreJativeMeasurement（UTlderReconstruCtion）  
rfbmperature，PTeSSure，Potentialtemperature，Potentialvonicity，ModiBedpotentialⅥ鵬icity  

IuSVaIidatiollData  
OzoTleSOndedataatKITunaaTldSyowa  

IuSCorrelatiYeMeasurementDataBase  
ThisdatabaseisavailabletotherestrictedmembersdefinedinMOU．  

ILASmeasurementIocatjonsmappedwithTOMStotalozonedistributjoII  
ILASmeasurementlocations（vcn3．47）mappedwithpotentialYOrticitydistribution  
PotentiallわdicityMapat475K（UKMO）  
NorthernIlemisphereVortexEdgeCalculatiotlS（byGregBodecker）  
Manua】mrUKMOPVcaIculationtooIs（Japanese）  
ManualbrUKMOtrqiectorycalcuLationtooIs（Japanese）  

IuSCorrelativeMeasuremeTltDataBase】  

GemeralUsers（otherthantlleaboYe）】  
IuSプロジェクト  
AboutIuSl辱rsion4．20PI℃ductsOYerYiew  
AboutIuSl辱rsion3．10ProducIsOYerView  

IuS出版物   
IuSユーザー図ハンドブック（第1．0版）  
lI．ASCorrelativeMeasurementPlan  
平成8年度ImS＆RISプロジェクト報告   

公開データについて  
ユーザー登録  
1LASDjgitalData（YeIづ．10）DownloadandPronleGraphs  
IuSImageBmwser  
AltitudevsIJOngitudeCrossSection（One－dayplot）：Ver・4・20，3・10  
TimevsAltitudeCrossSection（12－Weekp10t）：Ver，4．20  
TimevsAltitudeCrossSection（3－Weekplot）：Ver．3．10  

DatatJseRcport  
Publication，OralpresentationandOthers  
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データ検索・画像データ提  
プロジェクト  IuS   

AbouttI，ASVersion4．20Prt）ductsOverview  
AboutlLASVersioI13．10PmductsOYerYiew  
lIAS出版物   
1LASユーザー図ハンドブック（第1．0版）  
mASCorrelativeMeasurementPlan   
平成8年度ILAS＆RISプロジェクト報告  
公開データについて  
ユーザー登録  
ILASDigitalData（Yen3・10）DownloadandProfileGraphs  
IIASImageBmwser   
Altit。devsI．ongitudeCrossSection（one－dayplot）‥Ver・4・20，3・10  
TiTneVSAltitudeCrossSection（12－Weekplot）‥Ver・4・20  
TimevsAltitudeCrossSection（3－Weekplot）‥Ver・3・10  

DataUseReport  
Publication，OralpresentationandOthers  

n BBSOSunIma  SunS  ots on 

uSI  

最新情報  
IuS．ⅠⅠの情報   
IuS＿11の観測原理   
ImS－ⅠⅠの概要  

ADEOS－1Ⅰの概要  
観測原理説明   
観測地点（緯度帯）の季節変化  
観測スペクトル   
IuSの観測結果  

ILA5．ⅠⅠプロジェクト   
1mprovedlimbatmosphericspeCtrOmeterTII（IIJAS－Il）prqject＝  

nAS－Ilinstrument，performanceandvalidationplan   
TheListof）IJASProjectMembersandOthersRelated  
プロジェクトスタッフの紹介  

IuS＆lIAS・ⅠIDtlFの紹介  
ソフトウェア構成  
ハードウェア構成  
連絡先  

IuS＿ⅠⅠニュース  
主な成果／計画   
1LAS－Il開発スケジュール  
現在の状況  
ドキュメント  
Q／A  
LINK集  
データ検索・注文  
登録研究者メニュー  
ユーザー登録  
ILAS  

HOT NEWS 
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集2章 ILA5データ処理・提供状況  

2．1データ処理アルゴリズムの更新   

1LASデータ処理・解析アルゴリズムは、プロダクトを登録研究者に提供することによ   

りデータ質を吟味、アルゴリズムの検討をしつつ改訂が進められている。表2．1に示す通   

り、1997年2月のバージョン1．00公開以来、2000年3月現在バージョン4．22まで、解   

析・検証に基づく検討の結果更新されたアルゴリズムによるデータプロダクトが提供さ   

れている。  

表2．1IuSデータ処理アルゴリズム更新状況  

バージョン   登録   更新   データ期間   
1．00  1997／02／2（）   1996／11／04 ～ 1996／11／17   

2．00  1997／05／30   1996／11／18 ～ 1997／掴／30   

3．00   1997／0即18  1996／10／1（；～ 1997／0（；／29   

3．10   1997／11／2（i  199（；／10／14 ～ 1997／0（i／29   

・3．47   1998／11／09  1996／10／16 ～ 1997／06／29   
4ユ0  1999ノOT／27   1996ハ1／Dl ～ 1997／0（i／29   

4．21  1999／11／2（i   1996／11／01 ～ 1997／06／29   

4．22   2000／01／17  199（i／11／01 ～ 1997／0（i／29  

一般ユーザーに対しては、1998年6月1日からバージョン3．10のプロダクトのうちデ  

ータの妥当性が認められたオゾン、硝酸、エアロゾル消散係数（780nm）の高医分布（数  
値データ、グラフ）、高度一経度断面図、高度一時間断面図が公開され、1999年11月か  

らはバージョン4．20の高度一経度断面図、高度一時間断面図が追加された。   

以下にそれぞれのバージョン3．00以降の主な改良点の概要を述べる。  

（》バージョン3．00   

1）可視域信号、赤外域信号のどちらについてもスペクトルデータのデータベースとし  

て、HrrRAN92の代わりにHITM96を用いた。   

2）赤外域信号から得られたプロファイルは事前に平滑化を行わずに、リトリーバルブ  

ロファイルに適用した。   

3）バージョン2．00では同位体ガスの寄与が過′ト評価されていたが、同位体を扱うとき  

に生じるエラーが補正された。  

②バージョン3．10   

1）接線高度は、本来、サンエッジセンサー（太陽輪郭センサー）のデータを用いて幾  

何学的に導出されることになっていたが、観測開始当初その光学特性に問題がある  

ことが判明した。そのため、バージョン3．10までは代替的に、酸素分子Aバンドに  

よる吸収スペクトルの平均透過率を、UKMO同化データ（気温、気圧）に基づく理  

論計算値と観測値を比較することによって接線高度を求めた。このバージョンでは  

酸素分子Aバンド吸収スペクトルのRブランチの代わりに、よりスペクトルフィツ  
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ティングの良いPブランチを用いた。   

2）手法が初歩的であるため注意を要するが、ガス成分鉛直リトリーパルにエアロゾル  

補正を加えた。   

3）可視光の消散係数の計算には、これまで波長7寧Onmの1要素のみが用いられていた  

が、このバージョンでは波長780nm付準の12要素平均透過率データを用いた。   

4）赤外の窓領域のチャンネルから得られるエアロゾル消散係数のリトリ‾パルにつ  

いては、高度の上限を30kmとした。  

③バージョン3．47   

1）酸素分子Aバンドを利用して接線高度を求める方法では数百mの誤差が見積もら  

れていた。その後、サンエッジセンサーの特性評価、実データ吟味を経てデータ  

が利用可能であると判断され、バージョン3．47ではこれを用いて、太陽位置、衛  

星位置、地球位置の情掛こ基づき幾何学的に接線高度を求める方法が採用された。   

2）サンエッジセンサーアレイ検出器を参照して、可視分光計と赤外分光計の瞬時視  

野方向の角度の違いを考慮することにより正確にデータを扱えるようにした。瞬  

時視野の幅を再度検討した結果、可視分光計・赤外分光計ともに接線高度20kmで  

（以前言われていたように2kmではなく）約1．57kmであることがわかった。この  

値が変わったことによるリトリーパルアルゴリズムヘの影響はない。   

3）赤外測定値の、サンエッジセンサーデータ取得時刻からの相対的な時間遅れを再  

評価した。太陽追尾の不安定さに起因する赤外信号とサンエッジセンサー信号の  

変動に見られる位相の違いを比較することにより、赤外信号用ロックインアンプ  

の応答時間（ 

関連したプログラムの不具合も修正された．   

4）大気圏外測定時に得られる100％信号レベルのドリフト直線の評価方法が改良さ  

れ、これによって大気圏測定時への外挿がより正確になった。   

5）一般的な平滑手法（11点移動平均）を可視信号、赤外信号、サンエッジセンサー  

データに適用した。（IuSデータは12Hz毎に取得されている。）   

6）バージョン3．ユ0では、太陽の位置を計算するのに慣性座標系（1950年分点）が使  

われていたが、このバージョンでは衛星、太陽両方の位置を計算するのに慣性座  

標系（Th柁－OftDate）を導入することにより、観測位置計算における不具合を修正  

した。この修正による観測位置の違いは、バージョン3．47と3．10でおおよそ30  

～75kmになる。   

7）バイアスを補正するために、C10NO2、CFC14、CFCl14、COF2などのマイナーガ  

スをそれぞれにプロファイルを与えて取り込んだ。   

8）可視のエアロゾル消散係数のエラーバーは、ランダム誤差、すなわち100％値を外  

挿したことに起因する誤差、気温・気圧データの不確実さから生じるレイリー成  

分の誤差の合計として計算した。  

－16   



④バージョン4．20   

1）可視エアロゾル消散係数から、太陽周縁減光寄与分の影響を取り除いて、可視チャ  

ンネル周縁減光補正を行った。   

2）赤外チャンネルにおける太陽周縁減光寄与分の効果を取り除く補正を行った。   

3）バージョン3．47までのリトリーパル上限高度は、ガスにより信号が微弱になるも  

のがあるためそれぞれ異なっていたが、バージョン4．20ではガス濃度算出処理に  

おけるリトリーパル高度上限を一律70kmとした。但し、提供プロダクトの高度  

上限はバージョン3．47と同様である。また、バージョン3．47の下限高度はデータ  

がある限り最低12kmであったが、気候値の下限高度の改訂に伴い、下限高度は  

データがある限り最低7kmとして処理を行い、提供の段階で高度範囲を決めるこ  

ととした。   

4）気候値は、ガス濃度算出処理の初期値と同ノンガス補正におけるガス寄与分の算定、  

赤外エアロゾル消散係数のガス寄与分の算定等に用いているが、HNO3、HzO、NzO5、  

ClONO2の気候値の改訂（UARS気候値→UARS新気候値）を行った。また、気候  

値改訂に伴い気候値の使用法を変更した。すなわち、（D平均値に替えて中央値を  

使用すること。（∋気候値のない高度範囲におけるデータ外挿値の与え方を、AfGL  

標準大気モデルから気候値最上下層の値を一定値で与える方法に変更した。   

5）内部誤差とトータル誤差を別々に表示するようにした。トータル誤差は内部誤差  

と外部誤差の2乗和の平方根である。内部誤差は、可視および赤外のエアロゾル  

消散係数の場合は信号のランダム誤差と100％値直線外挿に起因する誤差との2  

東和の平方根、赤外のガスプロダクトの場合は最小2乗法における収束残差から  

算出される誤差である。外部誤差は、可視のエアロゾル消散係数の場合は気温推  

定誤差に起因するレイリー要素の誤差、赤外のエアロゾル消散係数の場合は窓チ  

ャンネルにおけるノンガス効果の見積もり時における誤差、赤外ガスプロダクト  

の場合は線形内挿による誤差以外のノンガス補正における誤差である。   

6）マイナーガスは他のガスを導出するために考慮しており、既知として固定した値を  

与えている。バージョン3．47ではその対象はCO2，N205，ClONO2，CFC14、CFCl14  

であったが，このうちCFC14、CFCl14を削除した。   

勺赤外額域には全部で羽の素子があるが、その中で常に装置関数との間に系統的な  

残差が残る5素子（＃1，12，24，25，26）の観測透過率を、フィッティング対象から除  

外した。   

8）高度30～40kmについては、赤外領域の窓チャンネル消散係数プロファイルをlog  
上で直線近似してガス濃度算出時のノンガス補正に用いることとした。   

9）データ品質フラグを非収束やデータ導出段階でのオーバーフローに基づいて付加  

した。   

10）データプロダクトのフォ【マットをバージョン4．10からAMES2160に変更した。  
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⑤ バージョン4．21   

バージョン4．21はバージョン4．20アルゴリズムのバグを修正したバージョンである。   

バージョン4．20では、1265～1325cm－1に吸収帯を持つClONO2をマイナーガスの1   

つとして考慮に入れているが、その体積混合比の単位ppmをpptと読み違えていたo   

ClONO2の吸収帯は＃11と＃13の素子をカバーするが、これらの素子はNO2、CH4、   

HNO3、H20の吸収帯とオーバーラップしている。ClONO2の単位読み違えの影響は、   

CH4、HNO3、H20についてはほとんど見られないが、N20プロダクトについてはバ   

ージョン4．20と4．21の間にバイアスが見られる（mASホームページのバージョン   

4．21Teadme参照）。  

2．2データ処理状況  

2000年1月17日現在の1LASデータバージョン別処理状況を表2．2に示す。NASDAの   

地球観測センターから送信され、DHFが受信したILASミッションデータ（レベル0）は、   

再編集されたものも含めると、NASDAの運用計画による予定イベント数の97．8％である。   

これらの処理作業は、バージョン3．00、3．10、3．47については100％終7しているが、バ   

ージョン4．00以降は1996年10月のデータは処理していない。処理状況は、バージョン   

4．20および4．22については99．1％（ユ0月を除くとユ00％）、バージョン4．00および4．21   

については8．8％である。  

このうちレベル2データの処理を正常に終了したものを予定イベント数に対する割合   

（かっこ内はDH下が受信したイベント数に対する割合）で示すと、バージョン3．00が   

81．9％、バージョン3．10が83．7％（85．6％）、バージョン3．47が84．8％（86，7％）、バージ   

ョン4．00が8．6％（8．7％）、バージョン4．20が85．2％（87．0％）、バージョン4．21が8．6％   

（8．7％）、バージョン4．20が85．2％（87．0％）である。  

2．3データ提供状況  

Mデータは、データ処理アルゴリズムの検討およびデータ質の吟味のために1L互S   

プロジェクトの登録研究者に限って提供されている。19卯年2月から、Ⅵ仙土（Mプ   

ロジェクトホームページ；抽出／ww・－ilas．ni郎．史0．i口）およびmでのデータ提供が行われ   

ていたが、19粥年5月以降mによ・るデータ提供の実績はなくなった。2000年3月末現   

在、Wめ上ではバージョン1．00からバージョン4．㌶までのテストプロダクトが登録され   

ている。この他、高度一経度断面図（1血yplo【）や高度一時間断面（㌻weekploらユ2－Week   

plot））、UKMOプロダクト、MⅦ1i血don由血の一瓢渦位等の計算ツールなども提供  

▲ されている。  

一般ユーザーに対しては、1998年6月から妥当性が確認された一部のデータ（バージ   

ョン3．10）の提供がWめ上で開始され、19鱒年11月からはバージョン4．罰も追加され   

た。公開されているのは以下の数値情報および画像情報で、ユーザー登録をWeb上で行  
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表2．21LASデータバージョン別処理状況  
2〔め0年1月】78現在   

OPL†  V餌，∝＝M8化h2二】1g9Q）  ∨の．47作亡b几」■Ⅳ川1999l  VO3．‖YJulv 81998）  VO3αyM■ 221g88l  

十・‖   L20．k  rI11 （ヽ）    Pro¢eS＄モdrIi   L2山 化） 几）    P■tX亡Il●dJヽ   L20．1（t） rl）    ProteiSモd（ヽ   L20．k （ヽ） 化）    Pro（：e5S■d川   L20．1 rIl 化）    Prく〉Cモ＄Sedrヽ   し20．k  rt）  

hlonth  Htln  b   

Octobモ「．  No爪h  35  35  34  

30   

0   

NoYモ汀もer．  N011h  125  125  115  11l  91．l  351  るヰ．8  82．6  2l      5．1  4．9  一‖l  100．0  35l  84．8  82．8  2l  5．1  2l    l．，  4】4  l【〉0．0  345  83．ユ  8し2  11ヰ  】【旧．0  ヨ20  77，3  丁5．3  1】5  H氾．ロ  ユ13  7二】，6   

1996  South  110  一＝0  10l  ヰロ2  98．0  368  引．5  89．8  11●  28．●  ‖用  28．l  2丁．8  102  l【旧．0  368  卯．5  8g．8  l】1  28ノl  tll  28．l  27，8  102  1（和．0  38丁  gl．3  89．5  482  100．0  3引  8丁．3  85，6  10】  1（氾．0  35■  86．3  

Tobl  835  835  816  8†6  9丁．7  7t9  88．1  88．l  135  16，5  135  16．5  16．2  816  1（泊．0  719  88．1  郎．1  135  16．5  135  165  16．2  816  lD（〉．0  712  87．3  85．3  816  】∝〉．0  8Tl  82．2  80．4  818  100，0  867  79．9   

Decell血匂「．  No▼th  

S血l  

Total   

J■・、▲Jヽ＋  No▼lh  14l  44】  134  435  9且．6  864  8コ，7  82．5  17  3．9  lT  3．9  3．9  ヰ35  1（将．0  88l  8ユ．了  82．5  rT  3．さ  lT  ユ．9  3．9  135  1（柏．0  385  88．9  02．0  4ユ5  100．0  356  01．8  80．丁  43l  1（わ．0  335  76．0   

＝柑け  S01止h  437  137  425  129  98．2  3ユ0  76．9  75．5  37  8．6  37  8．6  8．5  129  】00．0  330  78．9  75．5  37  8．6  37  8－6  8．5  429  108．0  3：，○  7tI．8  75．5  129  1（対、○  コ2l  ？4月  73．5  4Z5  l∝l．¢  318  了l，8  

T（】b】  878  8丁8  859  864  98．4  694  80．3  7g0  5l  6．3  54  6．3  6，2  864  100．0  8，l  80．3  7g．0  54  6－3  5l  6．3  8，2  86l  1（X）．0  895  88．4  79．2  864  tOO．0  8丁7  78．l  77，1  859  1（旧．0  65二】  7l．4   

F七bn膿丹．  N01th  

South  

Tl火8l   

438  138  99．3  38丁  且8．4  87．8  69  

8  

6g   

Ap札  Nαth  127  127  424  425  99．5  368  86．8  即日  之4  

8  

ユ2   
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った上で利用することができる。   

（1）高度分布（数値データ，グラフ）  

バージョン3、10；オゾン、硝酸、エアロゾル（780nm）   

（2）高度一種度断面図（1－dayplot、・要素毎、カラ，）  

バージョン4、20；オゾン、硝酸、二酸化窒素、亜酸化窒素、水蒸気、メタン、  

エアロゾル（780nm）  

バージョン3．10；オゾン、硝酸、エアロゾル（780nm）   

（3）高度一時間断面図（12TWeekplot、3－Weekplot、カラー）  

バージョン4．20；12週間分1組、ガス毎  

バージョン3．10；3週間分、4種1組  

IuS測定位置、気温（UKMO）、mOdified渦位、オゾン全  

量（ADEOS／rOMS）、オゾン、硝酸、二酸化窒素、亜酸化  

窒素、水蒸気、メタン、エアロゾル（780月m）   

ただし、IuSデータの検証作業は現在も進行中であり、これらのデータはいずれも「未  

検証」であることが注記されている。   

なお、利用者がデータを研究報告・授業・講演等、第3者に対して公表する場合、以  

下の様な要求事項がある。  

・データの提供元を以下の様に明示すること。  

「ここで使用したIuSデータは、環境庁が開発した改良型大気周縁赤外  

分推計（lLAS）センサーによって取得されたもので、国立環境研究所ILAS  

衛星データ処理運用施設において処理されたものである。」  

・別に定める様式に従って、「データ利用報告」を提出すること。   

また、商業的な目的での利用およぴディジタルデータの第3者への無断配布は禁止さ  

れている。   

mÅSW諭からのレベル2プロファイルデータの提供状況を表2．3（1）～（3）に示す。特徴  

は、昨年度とほぼ同様である。登録研究者へのデータ提供では、登録研究者数、提供さ  

れたデータ量ともに約6割が国内、約4割が海外である。国内での利用のうち、約4割  

は国立環境研究所内プロジェクト関係者卜約6割は大学（教育）機関によるもので、お  

およそ登録者数に見合っている。一方、海外からの利用はフランス、アメリカ、ドイツ  

が多く、提供されたデータ量でみると、フランス、アメリカの政府（研究）機関、およ  

びアメリカ、ドイツ，韓国の大学（教育）機関への配信が多い。   

提供されたデータ量でみた一般ユーザーによる利用は、約7割が国内、約3割が海外  

である。国内では、大学（教育）機関による利用が約8割と大部分を占め、海外ではア  

メリカの政府（研究）・機関による利用が多い。  
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表2．3（1）登録研究者に対する国立環境研究所内・所外別データ提供状況  
2000年4月30日現在   

所内・所外別  国内   海外   合計   

所内   
登録者数   31  31   

プロファイル数   
プロジェクト関係者  

2，485，301  2，485，301  
6，948，107  6，94S，107   

所外  
登録者数   40   49   89  
プロファイル数   3，467，154   3，948，543   7，415，697  

登録研究者  
データ量（KB）   9，225，815   11，487，080   20，712，895   

登録者数   71   49   120  
合計  プロファイル数   5，952，455   3，948，543   9，900，998  

データ量（KB）   16，173，922   11，487，080   27，6（51，002   

表2．3（2）登録研究者に対する国別・機関別データ提供状況  上段二登録者数  
2000年4月30日現在  中段：プロファイル数  

下段：データ量（K8）   

国内   フランス  アメリカ   ドイツ  イギリス   韓国  その他  海外計   合計   
機関  
政府   23   10   10   10   0   0   4   34   57   

（研究）  2，398，815  2，108，053   783，919  220，768   0   0   9  3，112，749  5，511，564   

機関  6，686，358  6，229，226  2，231，348  662，090   0   0   21  9，122，685  15，809，043   

大学   35   6   3   2   2   15   50   

（教育  3，467，154   0   256，475  210，497   0   368，822   0   835，794  4，302，948   
機関）  9，225，815   0   673，539  608，871   0  1，081，984   0  2，364，395  11，590，210   

民間   lユ   0   D   0   0   0   0   0   12   

】8，603   0   0   0   ・0   0   

（企業）  42，592   
0   0   18，603  

0   0   0   0   0   0   0   42，592   

0   0   その他   
ロ  

0   0   0   0   0   

0   0   0   0   0   0   0   

（財団）   219，157   
67，883  

0   0   0   0   0   0   0   219，157   

71   16   13   2   2   5   49   120  

合計  0   368，氾Z   9  3，94S，543  9，900，998  

16，173，922  6，229，22（i  2，904，887  1，270，9（〉2   0  1，081，984   21  1l，Jは7，080  27，661，002   

表2．3（3）一般ユーザーに対する国別・機関別データ提供状況 上段：登録者数  
2000年4月30日現在  中段：プロファイル数  

下段：データ量（K月）  

匡内  フランス  アメリカ  ドイツ  イギリス  韓国  その他  雛「  合計   
機関  

政府   15   5   9   3   0   2   20   35   

（研究）   9，499  20，030  31，006   349   0   0   0  51，385  60，884   

機関   27，283  55，063  90，890  1，121   0   0   0  147，074  174，357   

大学   47   0   7   4   8   2   9   30   77   
（教育  190，53（〉   0  17，108  2，852  19，531   口  3，302  42，794  233，330   
機関）  541，176   0  5l，974  9，160  54，346   3  10，618  12（），101  667，278   

0   3   0   0   0   4   39   民間   
35  0  6，450   0   0   0   0  6，450  32，8Bl  

（企業）  2（i，431                   75，435   0  19，313   0   0   0   0  19，313  94，749   

その他   
7   

0   0   0   0   2   ．3   10   
0   0   0   

（財団）  1，899  
0   0   0   0   3，899  

0   0   0   0   0   0   0  12，502   
104   5   19   7   10   ニ   14   57   16l  

合計                     230，3（）5  20，030  54，564  3，201  19，53l   口  3，302  100，629  330，994  
656，396  55，063  1（i2，178  10，281  54，346   3  10，618  292，489  948，885   
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第3章 検証実験とCMDB  

3．1検証実験の概要   

コア検証実験の観測地点は、北極域ではスウェーデンのKh∬a（68N，20E）及びアメリ   

カのFafrbanks（65N，148W）、南極域では昭和基地（69S，40E）及びArrivalHeights（78S，  

167E）である。ただし、A汀halHeightsについては、従来から実施されている観測を継続   

してもらい、その観測結果を入手するという形になっている。このうちⅢrunaで行われ   

た実験はフランスの宇宙研究センター（CNES）と共同で行われた気球キャンペーンで、   

日仏の研究者グループだけでなく、ドイツ、アメリカのグループを含め、計16グルー   

プが参加した大規模なものであった。   

協力実験の観測地点は、北極域ではFairbanksの他、ロシアのYakutsk（62N，130E）、   

Zhigansk（67N，127E）、グリーンランドのScoresbysund（71N，27W）、ノルウェpの   

ALOMAR（69N，16E）、フィンランドのSodankyla（67N，26E）、南極域では昭和基地の他、   

ロシアのMimy（66S，93E）、フランスのDumontd，Urville（67S，140E）、アメリカのMcMurdo  

（78S，166E）、ドイツのNeumayer（71S，8W）、中国のZhongshan（69S，77E）である0 こわら  

、の観測地点の位置を図3．1に示す。  

CMDB  CMDB  

図3．1コア検証実験、協力実験の観測地点   

（○：コア検証実験、●：協力実験）  

一22－   



検証実験は、得られるデータのタイプから鉛直プロファイルの測定、及びカラム全量  

の測定の2種類に大別できる。   

①鉛直プロファイルの測定  

m血naにおける気球キャンペーンでは、ILASが測定する全ガスと気象要素につい  

ての鉛直プロファイル測定が行われたほか、その他敷地点でオゾンゾンデ、エアロ  

ゾルゾンデ、ライダーによるオゾン・エアロゾル・気温・水蒸気の鉛直プロファイ  

ルの測定が行われた。   

② カラム全量の測定  

汀S、UV可視分光計ルーザーヘテロダイン分光計、ドプソシ分光計などにより、  

地上でのオゾン量等の測定が行われた。   

南極域と北極域についてのILAS検証実験の概要を、それぞれ表3．1、表3．2に示す。  

また、表3，3は検証実験で使われた主な観測機器のリストである。  

表3．1ILAS検証実験の概要（南極域）  

観測地点名  観測位置  観測方法  観測機器  

Gmulldbased   

Groundbased   

Ground based 
Ground based 
Ground based 

UV－Yisible   

PhotometerABAS  

MacquarieIsland  55S，159E  

Mimy  66S，93E  

DumontdlUrville  67S，140E  SAOZ（UV－Visible）  
Ozone lidar 
Rayleigh／Mielidar  
Smallballool】  
Ozonesonde   

UV－Yisible  
PhotometerEKO120  
PhotometerSP－1A  
（）zomesoIlde   

B托肋℃r打d糎加）mね  
Miembylidar  
Ozonesonde   

PhotometerSP－21i  
ECCozoneso11de  
Radiosonde   

UV・Yisible  

Dd繋On仰  
FrS   

Aersol counter 
Ozonesonde  

69S，40E GrouI）dbased  
Groundbased  
Groul】dbased  
SmallbalIoon   

69S，77E Groundbased  
GrouTldbased  
Smallballoon   

71S，8W  G†Oundbas8d  
Smal1ba1loon  
Small balloon 

Syowa  

Zhongshan  

Neumayer  

ArrivalHeights  78S，167E Groundbased  
GroⅥれdbased  
GI℃undbased  

McMurdo  78S，1（；6E  Ballooll  
Smallballoon  

注）太字はコア検証実験を示し、細字は協力観測を示す。  
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表3．2ImS検証実験の概要（北極域）  

観測地点名  観測位置 観測方法  観測機器  

SAOZ（UV－Visible）  

RayIeigh／Mie′Ramamlider  

CLD（ChemiluminescenceDetector）  
ECCozoIleSOnde  
Aerosol counter 
CAESR（IRradiometer）  

m。1。T）  会瓢箪宕蒜悪霊  

tr。S。。。y，  

t。，）  ≡濫号鑑嵩禁∑霊還慧㌻雲3ごま  
RADIJIAL／BALLAD／ⅥOCCAD  

諾㍊．錨苛ultation）  
FISⅡ（Hygrometer）  
BROCOLI（C10／BrOmonitor）  
DESCAmS（Grabsampler）   
FmstpointhygIⅦmeter  
ECC ozonesonde 
FrS  
UV・Yisible  
Rayleigh／Mie／Ramanlidar  
UniversltyOfBonnlidar  
Sub－millimeterwavesensors  

TRISTEAR（l”丘犯℃dAbsorptionspeCtZt）SCDpy）  

日SH帥卜叫）b軸nt伽m）  

SAOZ（UV－Visible）  

SAOZ（UV－visible）  

TDLHS（hserheterodynespectrometer）  
Rayleigh／Mielidar  
FTS  
SAOFIRS－2Interferometer  
JPLMklVInterferometer  
JPLozonephotometer  
JPLSI．Sspectrometer  

2E£禁≡禁言紆trOmeter  
ECCozDれSO刀de  
ChemilumlneSCel】Ce／ER－2  
UVozonephotometer／ER－2  
1・yman－alphahygrometer佗R－2  

TDLHS（Laserheterodynespectrometer）  
Brewer spectrophotometer 

恕悪霊t轟措濫芸慧i。師。。。）  

Scoresbysund，Greenland71N，27W  

ALOMAR，Norway   69N，16E  

Ⅲmna，Sweden  68N，21E  

Groundbased   

Grou11dbased   

Balloon  
Ba1loon  
Balloon  
Balloon 
Ba1loon  
Balloon  
Ba1loon  
Balloom  
BaIIoon  
もalloom  
BalIoon  
Ba1loon  
Ba1looI】  

Balloom  
Ba1loon  
BalIoon  
Balloon  
Small balloon 
Small balloon 
Ground based 
Ground based 
Ground based 
Ground based 
Aircraft  
Aircraft  
Aircraft  
Aircraft  
Aircraft  

67N，26E Groundbased   

67N，127E Groundbased   

65N，148W Groundbased  
Groundbased  
Groundbased  
Ba1loon  
Billool】  

Ba1loon  
Balloon  
Balloon  
Ba1loon  
SlⅥallbal】001】  

Aircraft  
Aircraft  
Aircraft   

62N，130E GrouJ】dbased  
Groundbased  
Smallba1loon  

Sodankyla，Finland  

Zhigansk，■Russia  

Fairba11ks，USA  

lなku【sk，Russia  

注）太字はコア検証実験を示し、細字は協力観測を示す。  
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表3．3検証実験で使われた主な観測機器  

観測方法   区 分   種  類   観 測 機 器 名   
Ground   Spectromeler  DobsonSpeCtrOphotometer＊   
Based  BrewerSpectrophotome（er■  

FTS（恥urierllansforrnhhredSpeCtrOmeter）  

TDIIB印ⅡⅦbkD抽工一灯Ⅰ叫）  
UV－VisiblespeCtrOmeter＊  SAOZ  

Lidar   Ozone lidar 

Mielidal．   Mierubylidar  

Rayleigh／Mielidar   Rayleigh／Mie／Ramanlidar  

Lidar   Univ．Bonnlidar  

OtheTS   Photoeter■   Photometer ABAS 

PbotometerEKO120  

Photometer SP-1A 

PhotometerSP－2Il   

Baloon   Sonde   Ozonesonde  ECC ozonesonde 

Aerosol sonde 

Radio sonde 

Backscatter sonde 

Hygrometer  ELHYSA  

FlSH 

Frostpointhygrometer  

OpticalhYRrOmeter  

ctrometer  SpeCtrOmeter  JPLSI・Sspectrometer  

DUCAESRspectTOmeteT  

FTS（恥urierThnsforrr）hdtaredSpeCtrOmeter）  LPMA  
MI払S－B  

UV－Visiblesolaroccultation  SAOZ  

UV－Visiblestaroccultation   AMON  

lnterferometer   SAOFIRST2Interferometer  

JPL Mk IV lnterferometer 

Radiometer  IRradiometer   CAESR  

Cryogenic sampler BONBON  

SAXURA  
Grabsampler  ASTRID  

DESCARTES  

CLD（ChemiluminescenceDetector）  

AerosoIcounter   ELHYSA  

OpticalabsorptlOnSpeC［roscopy   DOAS  

ClOrBrOmonitor   BROCOLI  

Photometer   JPLozonephotometer  

RADIBAL 

Aircraft   Spectrometer  MassspeCtrOmeter   RAAMAS  

InfraredabsorT）tionspectroscopY   TRISTAR  

PhotometeT  Photometer   UVozonephotometer偲R2  

Hyg†Ometer  Hyg10meter   Lyman－alphahygrometer但R2  

I．yman－alphaphotofragmentnuorescence   FISH ＿  

Others   Sub－millimeterwavesensors  

NOJNOy／03－Measuringsystem  

Chemiluminescence   Chemiluminescence／ER2   

＊印は気柱量のみを測定するもの。他はすべてプロファイルを測定できる。  
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検証実験で用いられた主な観測機器の特徴を以下に示す。  

V－Visibl   

AMON：Ste11eroccultatioI）method（UV－visiblespectrometcr）  

恒星（シリウス）を光源とした掩蔽法を利用する、紫外一可視分光計。反転法に  

よって大気微量成分の鉛直プロファイルに必要な情報が抽出される。   

SAOZ：t）V－visiblespectrometcrusingsolaroccultation  

気球搭載型のダイオードアレイ分光計。分光分解能は0月nm。太陽掩蔽法を採用  

しており、紫外域・可視域（290～630nm）を対象とする。   

∈布‖いl‖ご   

SAKURA：Balloon・bornecryogenicsatnpler  

極低温サンプラー。大気を直接採取する機器。気球を所定の高度まで浮揚させて  

試料を採取した後、実験室に持ち帰り、ガスクロマトグラフで一酸化二窒素、メタ  

ン、フロン11、フロン12の濃度を求める。   

BONBON：Wholeairsampler（CryOSampler）  

低温サンプラー。1回のフライトで15～16の試料を採取して実験室に持ち帰り、  

ガスクロマトグラフィーで分析する。一酸化二窒素、メタン、フロン11、フロン12  

を含め、何種類もの微量ガスを分析することができる。   

ASTRID：Wholeairsamp］er（grabsampler）  

グラブサンプラー。限られた種類のガス、たとえば一酸化二窒素、フロン11、フ  

ロン12などを分析できる。  

erosoICounte  

Opticalcounter   

ワイオミング大学の気球搭載型エアロゾルカウンター。チャンバーを通過する   

個々の粒子による散乱光を測定して光学的に粒子をカウントする。凝結核の濃度も   

測定できる。粒径毎の濃度から粒径分布が推測できる。  

ELHYSA：BalloonbomehygrometerandaerosoIcollnter   

霜点湿度計とレーザーダイオードエアロゾルカウンター。湿度計は冷却した鏡面   

につく霜を光学的に検知することにより湿度を求める。エアロゾルカウンターは、   

レーザーを照射されている検知器の中を粒子が通過するときの前方散乱光の強度を   

測定してエアロゾル濃度を求める。粒径の範囲は、0．3～3J上m、測定精度は粒径の   

決め方にもよるが、10～3個／cm3のときは80％、1個／cm3のときは20％である。  

ectromete  

LPMA：LimbProfiJeMonitoroftheAtmospheJY   

気球搭載型赤外分光計（FTIR）で、フランスCNESのCamy－Peyret博士らのグル   

ープによって開発された。分光器としてマイケルソン型干渉計を使用し、検知器と  
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してはHgCdTb及びhSbを使用している。これらの検知器は液体冷却窒素型である。   

観測原理としては太陽掩蔽法を採用しており、太陽を光源として地球大気の赤外ス   

ペクトルを測定する。  

MIPAS・B：Mjchelsonhte舵rometerEbrPassiveAtmosphericSoundingBalloonexpenment  

センサーは気球搭載型低温フーリエ変換型赤外分光計（FTIR）。分光にはマイケ   

ルソン型干渉計が用いられている。周縁放射観測によって、大気微量成分の鉛直分   

布を得る。  

rOmete  

FISH：FastIn・SituStratosphericHygrometer  

高速応答型成層圏湿度計。ライマンーアルファ蛍光を利用した湿度計で、平均時  

間で0．2ppmvの水蒸気量の変化を感知できる。  

地心  

RADIBAL：Pbo10pOlarimet¢r  

偏光光度計。気■球の上昇・下降時に、いろいろな散乱角での大気による散乱光の  

放射輝度と偏光比を測定する。1650nmと850nmの測定ダイアグラムからエアロゾ  

ルの屈折指数と粒径分布が求まる。  

CLI）：ChemiIuminescenceDete（：tOr  

蛍光放射検出器。化学反応によって生じる化学蛍光（Chemiluminescence）の放射  

強度が、一酸化窒素の濃度に比例することを利用して濃度を測定する。検証実験で  

使用したのは気球搭載型。  

3．2 CMDBの概要   

CMDB（CorrelativeMeasurementDataBase）は、ILAS検証実験データを収集・保存した   

データベースで、IuS研究者を対象に、研究用としての検証実験データおよびその他の   

相関観測データを提供するために構築されたもので、1997年9月に発足した。このデー   

タベースの基本的なコンセプトは、各研究グループの代表とプロジェクトリーダーの間   

で取り交わされたMOU（Mernorandum ofUnderstanding for Participatingin the nAS   

Prq5ect）に記載されている。CMDBの管理はプロジェクトリpダーが指名したTI．ASデー   

タマネージャーが行い、提供されたデータはデータ評価委員会によってデータファイル   

の形式的な面を中心に点検・評価された後、データマネージャーによってdMDBへの登   

録を決定される。当初、CMDBの利用資格は1uSMOUの定めるところにより、①デー   

タを提供した検証実験チームのメンバー、②検証解析チーフ 

トのスタッフサイエンティストの3カテゴリーに限られていた。しかしその後、利用資   

格枠は1997年12月から1LASサイエンスチrムメンバー、さらに1998年4月には1LAS   

公募研究（JRA；JointResearchAnnouncement）のPl（Principallnvestigator）に拡大され1999  
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年4月現在63名がCMI）Bにアクセスできる。ただし、このデータをILAS検証解析そ  

の他の研究に使用し、それを公表する際には、MOUに基づき当該データ程供者の書面  

による了解が必要である。  

33データの登録・利用状況   

CMD（CorrelativeMeasurementData）として登録されているデータは、①コア検証実験   

データ、②協力実験データである。最新のCMD保管情報は」tASホームページのCMDB   

ページ中にCMDBRegistrationlnformationとして掲載されている。   

1996～1997年度に実施されたII＿AS検証実験のうち、2000年4月までにCMDBに登   

録されたコア検証実験データおよび協力実験データの一覧をそれぞれ表3．4、表3．5に示   

す。  

表3．4 CMDBに登録されているImSコア検証実験データの一覧  
（2000年4月6日現在）  

登録日  PI  観測機器  観測点  観測項目  

97／12／18 Wood  
99／04／07 Wood   

00／04／06 Kanzawa   

【北極域】  
97／09／12 Deshler   

97／09／12 Ka11ZaWa  
97／10／07 0verlez  
97／10／07 0verlez  
97／1仇ワ1Ⅰ】rognleZ  

97／10／21 Schiller  
97／10／24 Renard  
97／12／04 Enge1  
97／12／04 Pommereau  
97／12／18 Kondo  

FTS  Arrival Heights 
UVルismonochromator A血vaIHeights  

COlumnHNO3，HCI  
slantcolumnden5ftiesand  
VerticalcolumnNO2  
03，T  Ozonesonde  Syowa  

Ozones？nde  

UW－OptlCalcounter  
Ozonesonde  

ELHYSA  

Frostpoint Hygrometer 

RAエ汀BAL  

FISH  
AMON  

Wholeairsamplers  

SAOZ  
仙lⅡl元ー馳E血  

Andoya，鮎mna   

Kimna  

Kiruna  

Xirul】a  

Kin】れa  

Kiruna 

Kiruna 

Kiruna 

Kiruna 

Kiruna 

Kinrna 

Xiruna  

Kiruna  

Poker椚at  

Kiruna 

Pokerflat 

Andoya，鮎川na  
Kimna  

03，AerosoIs，etC．   

03，℃etc．  
AerosoIssizedistrtibution  

H20，T  
AerosoIs  
H20  
03，NO2，AeTOSOIs  
N20，CFCll／12，Tetc，  
03，NO2，R℃etc．  
03，NOy，AerosoIs，T  
O3，C軋H20，NO2，Nヱ0，etC・  
αも，H20，HNq，NOぁN20  
CH4，N20，CFCll／12  
AerosoIs  
O3，NO2  
03，N20  
03，NO2  
SbれtCOlum（おnsitics訂1d  

Ve止血I00】umn血個i由0もN〔ち  

98／01／09 Camy－PeyretLPMA  
98／℃5／13 0elhaf  

98／08／0（i N軸A【）k  

98／04／281wasaka  

98／04／07 Pfeilsticker  

98／07／14 Fukunishi  

99／04／19 Goutai1  

99／04／19 Johnsto11  

MJPAS  
Cryogenicsampler  

Aerosol lidar 

DOAS  

TDLHS  

SAOZ，UWVB平地  
UV／VISmonbchromator  
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表3．5 CMDBに登録されているTLAS協力実験データの一覧  
（2000年4月6日現在）  

日  PI  

97／12／10 Gemandt   

97／12／24 Godi11  
98／01／22 Goutail   

【北極威】  
97／11／12 Ma唱itan  
98／02／10 Tbomas  

Ozonesensor  

Radiospl】de  

Lidar  
Ozonesonde  

Neumayer  O3，H20，Tetc．   

Dumontd’Urville O3，T；P  
Dumontd’Urvi11e O3，T  

UV Photometer Fairbanks  
FTIR  Kiruna  

03，P  
Tbtd001umnO3，mO3，NO2  
T  

O3，NO2  
03，N20  
03  
03，H20，N20，etC．  
03，CH4，H20，NO2，HNO3，  
N20，N20i，CFCll／12，  
AerosoIs，TP  
（もαもW，N（もHNOふW5  
ClO，03，HCI  
O3   

98／03／13 HauchecomeR／MRamanLidar  ALOMAR  
98／03／13 SchlageT PO15TAR仔ISH，etC・ Kiruna  
98／03／20 Kuellmann AirbomeSubmi11imeter Kiruna  
98／09／08 Yushkov Ozonesonde  Yakutsk  

Fairbal】ks  
A∫Cticarea  

98／02／10 Traub  
99／02／26 Profritt  

FIRS－2  
POLARIS  

99／03／24 Tbon  

99／03／31 Stachnik  

99／04／19 Shibasaki  

Fairbanks  

FairbaI】ks  

Fairbanks  

MkIV  

SLS  
Ozonesonde  

2000年4月現在のデータ登録・利用状況は表3．6の通りである。これまでに、登録さ  

れたデータはコア検証実験データが22件、協力実験データが14の合計36件である。こ  

のうち登録後バージョンアップされたファイルは、コア検証実験データが4件、協力実  

験データが3の合計7件ある。今後さらにコア検証実験データ3件と協力実験データ9  

件が登録される予定である。   

検索件数から見た利用状況は月によってかなり異なるが、2000年3月現在までの総検  

索数はコア検証実験データが1285件、協力実験データが780件で、合計2065件である。  
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表3．6 CMDの提供・登録件数と検索件数  

提供・登録件数   検索件数   

年   コア検証  協力  合   コア検証  協力  

月   実験  実験  計   実験  実験  計   
1997．09   2  0  2   

1997．10   5  2  7   13  7  20  

1997．11   1  1  2   46  9  55   

1997．12   5  2  7   41  20  61   

1998．01   3  1  4   52  13  （i5   

1998．02   1  0【1】   1［1】   10  4  14   

1998．03   0  3  3   25  9  34   

1998．04   1【2】  0  1【2】   67  24  91   

1998」）5   0【1］  0  0【1】   39  6  45   

1998．06   0  0  0   16  6  22   

1998．07   1  0  1   13  17  30   

1998．08   0  0  0   1（；  4  20   

1998．09   0  1  1   28  4  32   

1998．10   0  0  0   4  3  7   

1998．11   0  0  0   56  9  65   

1998．12   0  0  0   27  16  43   

1999．01   0  0  0   11  6  17   

1999．02   0  3＊【1］   3＊【1】   45  27  72   

1999．03   0  1  1   93  63  15（i   

1999．04   2（11  【1】   
2【1】†1）   18  25  43   

1999．05   0  0  0   23  14  37   

1999．0（i   0  0  0   165  72  237   

1999．07   0  0  0   26  16  42   

1999．08   【1】  0  【1】   162  78  240   

1999．09   0  0  0   180  206  386   

1999．10   0  0  0   35  51  86   

1999．11   0  0  0   7  1 8   

1999．12   0  0  0   45  18  63   

2000．01   0  0  0   2  34  36   

2000．02   0  0  0   5  10  15   

2000．03   0  0  0   6  5  11   

2000．04   1  0  1   9  3  12   

合 計  22【4】（1）  14【3】  36［7】（1）   1285  780  2065   

【トバージョンアップされたファイル数  

（）：更新されたファイル数  

・：統計のために使うPOLALISデータファイル3つを登録した  
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第4章 ImS公開プロダクト   

ー般ユーザーは、IuSホームページ上の「データ検索・画像データ提供」でユーザー   

登録をすれば、各ガスについての数値データ、鉛直プロファイル、高度一時間断面臥  

高度一経度断面図を利用することができる。データはテキストデータ、図はpdfファイル   

である。なお、バージョン3・10プロダクトは1998年6月1日に登臥7月24日・28日   

に更新され、バージョン4・20プロダクトは1999年11月9日に登録されたものである。   

4．1プロファイル（数値データ・グラフ）   

数値データおよび鉛直プロファイルは、バージョン3・10のオゾン、硝酸、・エアロゾル消  

散係数（780nm）が利用できる0圧縮形式のアーカイブデータ（半球・ガス・月別）の他、  

個々のファイルはデータの期間や範囲を画面上で指定すれば検索、ダウンロードできる。  

図4．1にそのサンプルを示す。  
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10．000010．000010．00001  
99999．999999999999999999999  
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2
 
 

（
∈
三
省
⊃
）
≡
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PathNo．  
¶血博  
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de（＋∈ノ‾W）  

：96322503．S24  
：961117  
二503  
：20：48：43  
：－70．0ア  
ニ26．42  
：VO3，10  

0  2  4  6  
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図4・1数値データとプロファイル（グラフ）のサンプル  
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4．2高度一時間断面  

（1）3・Weekplot（バージョン4．20）   

3－Weekp】otは3週間を単位として4つの項目の高度一時間断面を1枚の図に表したもの  

である。南半球・北半球それぞれにつき3枚1組で、1枚目にIuSの測定位置、英国気象  

局（UKMO）全球気象データによる気温・渦位、NASA汀OMSのオゾン全量、2枚目に1LAS  

の観測による気温、オゾン・二酸化窒素・硝酸の濃度、3枚目に亜酸化窒素・メタン・水蒸  

気の濃度および可視域（780nm）のエアロゾル消散係数の変化を示している。図4，2は3－Week  

p】olの例である。  

・横軸は1月1日からの日数で、ILASデp夕が測定された順に並んでいる。ADEOS位置  

図では、菱形のマークがIuSの測定位置の経度の変化、直線が緯度の変化を示している。  

ADEOSは1日に地球の周りをほぼ14周するため、1日の測定点は、南北両半球の同一緯  

度帯の円周上に各14地点あり、測定位置はADEOSが地球を一周するごとに約258 ずつ西  

へずれる。一方、測定緯度は図3．1に示すように太陽の赤緯によってゆるやかに変化する。  

菱形のマークがないところは正常なデータが得られなかった部分で、各項目の時系列では  

それに対応する部分が白く抜けている。   

ModifiedPV（potentialvorticity）はUKMOのデp夕を用いて算出されたもので、極渦の強さ  

を示す指標である。ただし、高度一時間断面での渦位の変化を見るのに適するように通常  

の渦位に多少の変形を施してある。これは、Ⅰ』it（1993）が提案したもので、渦位と同様の保  

存特性は残しながらも、高度に対する依存性が除去されるようにくふうされている。通常  

の渦位は絶対渦度に温位の気圧による変化率が乗じられているが、成層圏が安定な成層を  

していることもあり、この変化率が高度とともに指数関数的に変化するため、渦位も高度  

に強く依存してしまう。このような性質は、鉛直断面図の考察や異なる温位面間の比較に  

は不都合であるため、通常の渦位に（∂／∂。）一9β（ここでは、∂。＝250K）という簡単な無次元  

のスケーリングファクターを乗じたものがModifiedPVである。   

TOMSDataは、ADEOSに搭載されたNASAのTOMS（TbtalOzoneMappingSpectrometer、  

図1．1参照）で測定されたオゾン全量の値で、DU（ドプソン単位）で示されている。  

（2）12・Weekplot（バージョン4．20）  

12－Weekplotは3－Weekplotと形式は同じであるが、各項目の12週間分の高度一時間断面  

を1枚の図に表したものである。北半球・南半球それぞれにつき各項目3枚1組で、1LAS  

観測期間全体の時系列を見ることができる。項目は1LASの気温を除けば、3・Weekplotと同  

じである。図4．3に12－Weekplotの例をオゾンについて示す。  
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4．3高度一経度断面One－dayplot（バージョン3．10、4・20）  

ImSの観測位置は同じ緯度帯を1日でほぼ1周するので、毎日1枚の高度一経度断面図  

ができる。高度一経度断面は、各半球のオゾン、硝酸、二酸化窒素、亜酸化窒素、メタン、  

水蒸気、エアロゾル消散係数のそれぞれについて1日1ファイルになっている。図4．3に南  

半球については1996年11月17臥北半球については1997年3月25日の例を示す。  
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第5章ILASデータの検証  

ILAS検証実験による各ガスのプロファイル測定結果、各種オゾンゾンデデータ（検証実験、NILU、  

WODC）、反転観測（Umkehr）データ、および他衛星データを用いてILASデータの検証が行なわ  

れた。なお、検証実験の観測地点分布は図3．1に、オゾンゾン≠観測地点と反転観測地点の分布は、  

図5．8にまとめて示してある。また、mAS観測地点の緯度・経度はバージョン3．47によった。  

5．1検証実験結果との比較   

IuS稼働期間中に実施されたコア検証実験並びに協力実験のうち、2000年4月現在、   

CMDBに登録されている気球検証実験デp夕とILASデp夕（バージョン3．10、4．21）の比   

較を行った。その結果を図5．1～5．7に示す。表5．1はこれらの比較事例のリストである。な   

お、検証実験で行われたオゾンゾンデ観測による検証結果は次節に示す。  

表5．1検証実験デ「夕との比較事例   
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614：53－05：34：50 67．9／21．1 69．4／25．6  

016：06 03：35：52 67．9／21．1 68．9／34．5  

05：49 05：41：09 70．6／一144．9 62．2／－142．1  

06：0413：07：45（i9．3／－148．9 63．6／－149．3  
【二酸化窒素】  
Oeltlaf  

馳  
R叩m沢山  

R¶tlm  

托町m洗礼  

】恥mm肥乱  

托町m訳乱  

Renard  

Tbon  

Traub  

MInlS」2  

IX）AS  
SAOZq〔））  

SAO乙2P）  
SAO叩）  
SAOZ薫P）  

即の叫P）  
AMON  
WV2  
FIRSプV2  

03：35：52  

－00：50：11  

7  

0  

2  

8  

5  

5  

9  

557 5・3（1）  

818 5・3（1）  

474 5・3（1）  

212 5・3（1）  

216 5・3（2）  

356 5・3（2）  

723 5・3（2）  

4865・3（2）  

940 5・3（3）  

97鴨3418R O3／24  

97α153糾R O2／14  

97055357R O2／24  

9705∠棚R O2／24  

97059395R O2／28  

97α〃443R O3／18  

97079462R O3／20  

卯057376R O2／26  

97128169R・05／08  

97120175R O4／30  

17：3016：06  

12：1113：08  

12：4515：4  

12：4515：2  

13：4515：1  

14：4517：0  

15：0017ニ5  

18：5814：2（  

11：3005：4  

67．9／21．1  

67．9／21．1  

67．9／21．1  

67．9／21．1  

67．9／21．1  

67．9／21．1  

67．9／21．1  

68．0／22．0  

70．6／一144．9  

68．9／34．5  

68．7／41．0  

69．4／43．0  

69．3／10．0  

69．5／23．8  

69．3／13．2  

69．2／3．6  

69．5／33．4  

62．2／－142．1  

19：1206：0413：07：45 69．3／－148．9 63．6／－149．3 629 5・3（3）  
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表5．1検証実験データとの比較事例（続き）   

検証実験  ms  

PI   竃献牌  シーン番号  

観測時刻（mC）  観測位置（L＃r几ON）  
観測日 －－－－－－－－－－－－－－－－－一－－叩－－一－－－ 一一一一－一一－一叩－－－－－－－－－一－－－一－－－－－＿＿一一…  酔号  
検証実験M 将司茎  検証実験  Ⅱ＿AS  腑bⅥ  

【亜酸化窒素】  
Nぬ細部m  
蜘滋皿1e  
叫頑 U仙1P）  
Engel  BONBON  

Engel   Ⅸ》脚  
Engel  ASTRl｝1  

Engel  Am  

Oelhaf  MmS」2  

Tbon  MMVV2  

Traub  RRSL2V2  

【メタン】  

97053379RO2／22  

97077443RO3／18  

97（沖5344R O2／14  

97041347R O2／10  

97帽刀R O2／11  

97α11m O2／10  

97056387R O2／25  
97掛18R O3／24  

97128169R O5／08  

97120175R O4／30  

09：0314：33－05：03：28  

07：2617：08－09：42：20  

12：1113：08 01：31：49  

09：1113：16 20：39：00  

09：2514：30－04：35：42  

09：1113：16－02：00：58  

09：1614：53－03：42ニ50  

17ニ3016：06 03：35：52  

11：3005：49 05：41：09  

19：1206：0413：07：45  

09：0314：33－05：03：28  

07：2617：08－09：42：20  

12：1113：08 01：31：49  

12：5013：08 01：04：21  

09：1113：1（；20：39：00  

09：2514：30－04：35：42  

17：301（；：06 03：35：52  

11：3005：49 05：41：09  

19：1206：0413：07：45  

12：1113：08 01：31：49  

12：5014：26 01：04二21  

17：3016：06 03：35：52  

19：4013：08 08：08：49  

09：2514：30－03：43：42  

11：3005：49 05：41：09  

19：1206：0413：07：45  

07：3013：43－06：13：08  

07：3015：24－07：54：03  

15：4513：08 02：37：01  

09：1313ニ16－04：02：58  

09ニ2514：30－05：04：42  

19：4915：47 04：01：48  

09：1814ニ53－05：34：50  

19：4013：08 06：35：49  

18：5814：26 07：34：21  

67．9／21，1  

67．9／21．1  

65．即22．8  

68．0／21．5  

68．0／21．5  

68．0／27．2  

68．4／25．8  

67．9／21．1  

70．6／－144，9  

69．3／－148．9   

67．9／21．1  

67．9／21．1  

65．8／22．8  

66．9／20．5  

68．0／21．5  

68．0／21．5  

67．9／21．1  

70．6／－144．9  

69．3／－148．9   

65．8／22．8  

66．9／20．5  

67．9／21．1  

67．9／21．1  

67．9／21．1  

70．6／－144．9  

69．3／一148．9   

67．9／21．1  

67．9／21．1  

69．3／16．0  

67．9／21．1  

67．9／21．1  

67．9／21．1  
67．9／21．1  

67．9／21．1  

6臥0／22．0  

69．3／27．4 29  

69．3／13．2 35  

68．7／41．0 82  

68．3／35．4 57  

68．4／17．9 15  

68．3／35．4 34  

69．4／25．6 11  

68．9／34．5 55  

62．2／－142．194  

63．6／－149．3 62  

8 5・4（1）  

6 5・4（1）  

6 5．4（1）  

6 5・4（1）  

15．4（2）  

0 5・4（2）  

0 5・4（2）  

7 5・4（2）  

0 5・4（3）  

9 5・4（3）  

N嶽顎孤昭伊dd5A悶』び1Ⅵ乙97053379RO2／22  

N曲洪mA2Ⅶ97077443RO3／18  
69．3／27．4  

69．3／13．2  

68．7／41．0  

69．5／33．4  

68．3／35．4  

68．4／17．9  

6乳9／34．5  

62．2／－142．1  

63．6／－149．3   

68．7／41．0  

69．5／33．4  

68．9／34．5  

68．7／41．0  

68．4／17．9  

62．2／－142．1  

63．6／－149．3   

68．2／27．8  

68．2／2．67  

65．7／21．3  

68．3／35．4  

68．4／17．9  

69．3／10．0  

69．4／25．6  

68．7／41．0  

69．5／33．4  

298 5・5（1）  

356 5・5（1）  

839 5・5（1）  

602 5・5（1）  

57（i5・5（2）  

1515・5（2）  

557 5・5（2）  

940 5・5（2）  

629 5・5（3）  

㈱ 仙1P）  
t∴呵lし：∴し・こl】へl＼Jtり  

Engel  BONBON  

Engel  BONBON  

Oelhaf  MIPAS－2  

Tbon  MK－ⅠVV2  

Traub  FIRS－2V2  

【水蒸気】  
㈱ mlp）  
坤ⅠゴMAコ（P）  
Oelhaf  MIPAS－2  

0varlez EI＿HYSA  

Schiller FISH  

Tbon  MK－IVV2  

Traub  FIRS－2V2  

【エアロゾル消散係数  

97045344RO2／14  

97057376RO2／26  

97041347RO2／11  

97042377RO2／11  

97083418RO3／24  

97128169RO5／08  

97120175RO4／30   

97045344RO2／14  

9705737（iRO2／26  

97083418RO3／24  

97045344RO2／14  

97042377RO2／11  

97128169RO5／08  

97120175RO4／30  

（780nm）】  

97040358RO2／09  

97040399RO2／09  

97019343ROl／19  

97041347RO2／10  

97042377RO2／11  

97054409RO2／23  

97056387RO2／25  

97045344RO2／14  

97057376RO2／26  
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注（0）はOccultationを示す。  
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5．2検証実験オゾンゾンデデータとの比故   

1996～1997年度に実施されたコア検証実験、並びに協力実験として行われたオゾンゾン   

デ観測とILÅSデータ（バージョン3．10、4．21）の比較検証を行った。ここで検証に用いた   

オゾンゾンデデータは、北半球はⅢ川na、Ⅵ抽sk，A】aska，南半球は昭和基地、Neumayer   

のもので、IuS測定点との距離が500km以内、測定時刻の差が3時間以内という条件で   

検索されたものである。ただし、Alaskaについてはこの条件にマッチするものがないため、   

測定時刻の差を24時間以内とした。表5．2は、この条件に合う各地点の事例数である。こ   

れらの中から選択したいくつかの事例のプロファイルの比較を図5．9に、それらの事例の   
リストを表5．3に示す。また、図5．10はオゾンゾンデに対するIu5の平均相対誤差である。  

表5．2ILAS測定点から拒離500km以内、測定時刻差3時間（〟askaは24時間）以内の事例数  

Syowa   Neumayer   Ⅹjn】ma   Yakutsk   Alaska   

24   14   35   7   10   

表5．3 検証実験オゾンゾンデデータとILAS観測値の比較検証事例  
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5．3NILtJオゾンゾンデデータとの比較  

NorwegianhstituteforAirResearch仰ILU）は、1969年に創立されたノルウェーの独   

立研究機関で、様々なスケールの大気汚染問題を扱っている。データセンターがあり、成   

層圏オゾン関連では、ヨーロッパで行われた観測キャンペーンなどで取得されたオゾンゾ   

ンデデータのほとんどを保存している。   

NILUのデータセンタpNILU，sAtmosphericDatabaseforInteractiveRetrieval（NADIR）で保   

存されているオゾンゾンデ観測データとILASデータ（バージョン3．10、4．20）の比較検証   

を行った。ここで検証に用いたオゾンゾンデデp夕は、Andoya、Garderrnoen、Jokioinen、   

Scoresbysund、Lerwick、Legionowo、Orland、Kenavik、Yakutsk、SondreStromfjo、Sodankyla   

で観測されたもので、図5．8に示す様にYakutsk以外はヨーロッパおよびグリーンランドの   

地点である。  

表5．4は、ImS観測期間中に得られたオゾンゾンデデータからILAS測定点との距離が   

500km以内（Sodankylaのみ300km以内）、測定時刻の差が12時間以内という条件で検索   

された事例数である。この中から選択したいくつかの事例について、オゾンゾンデデータ   

とIuSのプロファイルを比較し－たものを図5．11に、それらのリストを表5．5に示す。  

表5．4 mAS測定点から拒離500km以内（Sodankylaは300km）、測定時刻差12時間以内の事例数  

Aれdoya   Gardemoe】1  Jokioinen   Scoresbysund  brwick  bgionowo   

13   5   2   14   4   

Orland   Keれavik   Yakutsk   SondTeS仕Om月0  Soda11kyla  

2   4   3   6   26   
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表5．5 NILUオゾンゾンデデータとmAS観測値の比較検証事例  

IuS  観測時刻ⅣTC）  観測位置（u汀几ON）  
観測日 －－一一－…－－叫－－－－…－－－…－－－－－－－ －…－－…－－－－－－－一一－－－－－一肌“仙→－－－－－一  因番号  

シーン番号  オ′ンルデ M  椰匪  れ／ン1仁′デ  蟻   距離hm  

【Andoya（69．3N，16．1E）】   

97076454R  97．03．17 17：36   

97080451R  97．03．21 17：28  

【GaTdemoen（60．1N，11．OE）】   

97155528R  97．06．04 20：31  

【Jokioinen（60．8N，23．5E）】   

97005333R  97．01．05 12：44  

【scoresbysund（70．5N，22．OW）】   

96313397R  9（；．11．08 15：20   

97049464R  97．02．18 18：03  

【L訂Wick（弧1N，1．2W）】   

97162533R  97．06．11 2D：43  

【kgionowo（52．4N，21．OE）】   

97176502R  97．06．25 19：26  

【oTland（63．4N，9．2E）】   

97155528R  97．04．07 18：37  

【Ke鮎vik（糾．ON，22．6W）】   

97040440R  97．02．09 17：05  

【Ⅵkutsk（60．1N，11．OE）】   

97016171R  97．01．16  0（i：05  

【sondreStromqo（68．8N，58．5W）】  

21：23  03：47：27  

14：36 〃2：51：41  

11：35 －08：55：57  

11：22 －81：22：06  

11：05  －84：15：26  

22：58  04：54：54  

08：43 －11：59：58  

11：33 〃7：53：26  

06：03 11：25：41  

08：51 －08：13：58  

14：05  08：00：09   

69．3／16．1  

69．3／16．1  

60．1／11．0  

60．即23．5  

70．5／－22．0  

70．5／－22．0  

60．1／－1．2  

52．4／21．0  

63．4／7．9  

64．0ノ㌧2乙6  

62．0／129．6  

67．0／－50．6  

67．4／26．6  

67．4／26．6  

67．4／26．6  

67．4／26．4  

67．4／26．4  

69・4／5・5   417  5．11（1）  

69・1／11－3 190  5．11（1）   

58・0／3・8  474  5．11（1）   

64・4／20・6 424  5．11（1）  

68．8／・14．7  339  

69．0／－28．8  309  

57．4／1．3  337  

56．7／20．4  478  

67．4／7．9  451  

68．2／－22．6  466  

65．3／125．2  425  

68．即－58．5  383  

69．2／23．6  241  

66．5／22．7 196  

68．5／25，6  127  

68．7／24．7  169  

67．2／23．0  159  

5－11（2）  

5．11（2）   

5．11（2）   

5．11（2）   

5．11（3）   

5．11（3）   

5．11（3）   

5．11（3）   

5．11（4）  

5．11（4）  

5．11（4）  

5．11（4）  

97084571R  97．03．25 22：23 16：17 －06：05：39  

【sodankyla（67．4N，26．6E）】  

96311337R  9（；．11．06  

97026348R  97．01．26  

97043366R  97．02．12  

97085437R  97．03．26  

97098458R  97．04．08  

12：53 11：31  

13：20 16：03  

14：03 11：31  

16：53 11：32  

17：43 11：30  

＿01：21：30  

02：43：12  

－02：31：31  

－05：20：42  

－06：12：58  
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5．4WODCデータとの比坂   

カナダのトロントにあるWorldOzoneDataCenter（WODC）は、世界の300地点以上の地   

点で観測されているオゾンデータを収集、編集、提供している。ここで扱われているデー   

タセットには、オゾン全量、オゾンゾンデデータ、ライダーデータ、反転観測データなど   

があるが、とのうちオゾンゾンデと反転観測のデータを用い、ILASデータとの比較を行っ   

た。  

5．4．1オゾンゾンデデータとの比吸   
IuS稼働期間中に対応するWODCオゾンゾンデデータとILASデータバージョン3．10、   

4．20との比較を行った。その結果を図5．12に示す。また、表5．6はこれらの比較事例のリ   

ストで、オゾンゾンデ観測とIuSの観測の時間差が約24時間以内、距離が1000km以内   

のものが選ばれている。比較対照となったオゾンゾンデ観測地点（Syowa，Marambio，   

Resolute，bgionowo）の位置は図5．8に示してある。  

表5．6 WODCオゾンゾンデデータとIuS観測値の比較検証事例  
観測時刻ⅣTC）  観測位置（u郡∽叩  ILAS   

シーン番号  
観測日  

オノンゾンデ M   時間差  オノンゾンデ  M  柵kn  
Syowa（69・OS，39．6E）   

96320484S   

96321473S   

96324481S   

96325274S   

96332475S   

9（；335483S   

96336472S   

97130188S   

97130229S   

97134185S   

97141231S   

97142179S   

97142220S   

97143168S   

97148195S   

97152192S  

【Marambio（64．2S，   
9（5311050S   

9（5．11．15  

96．11．15  

96．11．20  

96．11．20  

96．11．26  

96．12．01  

96．12．01  

97．05．10  

97．05．10  

97．05．14  

97．05．22  

97．05．22  

97．05，22  

97．05．22  

97．05．28  

97．06．01  

56．¶り】  
96．11．16  

20：00  20：02 －00：01：48  ー69．0／39．6  －70．3／37．4  
－69．0／39．6  －70．0／44．0  
－69．0／39．6  －69．2／38．8  
－69．0／39．6  －69．0／45．4  
－69．0／39．6  －67．4／41．5  
－69．0／39．6  －66．8／36．3  
－69．0／39．6  －6（i．6／42．9  

－69．0／39．6 －71．3／43．6  
－69．0／39．6 －71．3／18．4  
－69．0／39．6  －70．3／45．4  
－69．0／39．6．－68．6／17，1  
－69．0／39．6 －68．1／49．1  
－69．0／39．6  －68．4／23．9  
－69．0ノ39．6  －68．2／55．9  
－69．0／39．6 －67．3／39．4  
－69．0／39．6  －66．6／41．4  

166  5・12（1）  
206  5・12（1）  
40  5・12（1）  
233  5・12（1）  
199  5・12（2）  
285  5・12（2）  
304  5・12（2）  
300  5・12（2）  
833  5・12（3）  
264  5・12（3）  
900  5・12（3）  
389  5・12（3）  
636  5・12（4）  
6（i4  5・12（4）  

194  5・12（4）  
273  5・12（4）  

00 19：35＊ －23：34：48  

00 19：55＊＊ 23：05：18  

00 19ニ28 －00：27：41  

00 19：40＊ －22：40：25  

00  20：00＊＊ 23：59：45  

00 19：33  00：26：46  

0007：42 －01：41：53  

00  09：23 －03：22：48  

00  07：34 －01：34：11  

00  09：27＊＊ 21：33：05  

00  07：19 －00：18：52  

00  09：00 －01：59：47  

00  06：52＊ －23：51：43  

00  07：58 －00：57：54  

00  07：50 －00：50：20  

21  

20  

20  

0（i  

O6  

0（5  

07  

07  

07  

07  

07  

07  

12：00  02：13  

11：00  01：17  

11：00  02：58  

11：00  02：31   

23：00  23：36  

23：00  01：17事  

23：00  23：56＝  

23：00  01：37  

09：47：20  

09：42：38  

08：01：42  

－15：31：17   

－00：36：20  

－02：17：15  

23：04：18  

21：23：23  

－64．2／－56．7  

－64．2／－56．7  

－64．2／－56．7  

－64こ2／－56．7   

74．7／－95．0  

74．7／－95．0  

74．7／－95．0  

74．7／－95．0  

－73．2／－54．6  

－68．4／一42．2  

－68．4／－67．4  

－68．2／一60．8   

68．7／一7（i．0  

68．7／一101．1  

．68．4／一78．1  

68．4／一103．3  
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96328027S   
96328068S   
9（〉329057S  

【Resolute（74．7N，   
9708501（；R   

97086057R   
97088024R   
97089065R  

96．11．23  

96．11．23  

96．11．23  

95．OW）】  
97．03．26  

97．03．26  

97．03．30  

97．03．30  

933  5・12（6）  
702  5．12（6）  
911 5．12（6）  
759  5・12（6）  

【bgionowo（52．4N，21．OE）】   
97148482R  97．05．28  959  5．12  12：00 18：38 －06：38：00  52，4／21．0  58．9／31．0  

＊オゾンゾンデ観測日の次の日  …オゾンゾンデ観測日の前日  
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5．4．2 Umkdlrデータとの比鮫  

Umkehr（ウンケル）法は、ドプソン分光計を用いて地上からオゾンの鉛直分布を観測   

する手法である。日の出あるいは日没のころ数時間、天頂から下向きに散乱されてくる太陽   

の紫外線をドブソン分光計で測定するもので、異なる2つの波長の紫外線の散乱光の強度の   

比が、太陽天頂角の関数として成層圏オゾンの鉛直分布に対して敏感に変化することを利用   

している。Umkeh一法によるオゾンの鉛直分布は、地上から大気上限まで10に分けられた層  

（Umkehrlayer）の各々に含まれるオゾン量（ドプソン単位）で表される。   

IIAS稼働期間中に観測されたWODC UmkehrデータとILASデータ（バージョン4．20）   

の比較を行った。Umkehrデータの観測時刻は午前（日の出）・午後（日没）でしか示されて   

いないため、ここでは、Umkehr観測とILAS観測の期E］が一致し、かつ距離が500km以内   

の事例を比較対象とした。この条件に合うデータを持つU爪kehr観測点は、南半球では昭和   

基地、北半球ではFairbaTlksで、昭和基地では15例、Fairbanksでは17例が抽出された。こ   

れらの地点についてそれぞれ4つの事例を選び、比較した結果を図5．13に示す。表5．7はこ   

れらの比較事例のリストである。また、図5．14に各地点におけるUmkehrデータに対する   

TuSの平均相対誤差を示す。比較にあたって、ILASのオゾン高度分布をUmkehrlayerに対   

応させ、Umkehrデータはドプソン単位から混合比に換算した。  

表5．7 Umkehrデータと］LAS観測値の比較検証事例  
観測時刻（UTC）  観測位置（LÅT／LON）  1LAS   

シーン番号   Um血  相  距離bl  Un血  M  

南半球  
【syowa（69．00S，39．58E）】   
96320484S  96．11．15   
96332475S  96．11．27   
97028449S  97．01．28   
97039451S  97．02．08  
北半球  
【Fairbanks（64．86N，147．82W）】   
97087128R  97．03．28   
97099160R  97．04．09   
97120175R  97．04．30   
97128169R  97．05．08  
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5．5 他の衛星データとの比故   

1LASの観測結果と他の衛星データを比較した。比較を行った衛星センサーは、ME  

（Ha】ogenOccultationExperiment）、SAGEII（StratosphericAerosolandGasExperimentII）、   

POAMII（PolarOzoneandAerosoIMeasurementTl）、およびMLS（MicrowaveLimbSounder）で   

ある。MI5は周縁放射観測法、その他はIuSと同じく太陽掩蔽法で観測を行う大気微量   

成分センサーで、搭載衛星はfLWEとMI．SがUARS（UpperAtmosphereResearchSatellite）、   

SAGEllがERBS（EarthRadiationBudgetSatellite）、POAMHがSPOT－3である。表5．8に各   

衛星センサーの概要と測定項目を示す。ここで、ILASデータの検証に用いたのはME   

のオゾン・二酸化窒素・メタン・水蒸気・気温、SAGEIIのオゾン・二酸化窒素・エアロゾ   

ル消散係数（780nm）、POAMIIのオゾン・二酸化窒素、MLSのオゾン・硝酸・気温であ   

る。  

表5．8IuS、およびHALOE、SAGEII、POAMIIの概要  

センサー   ILAS   HALOE   SAGEII   POAMII   MI－S   
搭載衛星   ADEOS   UARS   ERBS   SPOT－3   UARS   

軌道  太陽同期準回帰   非太陽同期  太陽同期極軌道  

軌道  回帰軌道  
回帰日数  

軌道高度  ～585km  650km  832km   ～585km   

軌道傾斜角  約98．6度   約57度   57度   98．7度   約57度   

周期   約101分   約97分   9（i．8分   101分   約97分   

1996年10月～  
稼働期間  

1997年6月   1996年11月   

観測波長   
6．21～11．77〟m  

753～784nm   205，183，63Hz   

2km（鉛直）   1．6km（鉛直）  0．5km   0．6km   5km（鉛直）  

分解能             2km（水平；可視）  10～30bn（水平）   

1孜m（水郷   

約63～87S   8（）S～80N  約63～88S   45N～72S  
観測緯度帯             約55～70N  約55～71N   80N～34S   

オゾン、硝酸  オゾン   オゾン   オゾン オゾン  

二酸化窒素   二酸化窒素   二酸化窒素   二酸化窒素   水蒸気  

亜酸化窒素   一酸化窒素   水蒸気   水蒸気   塩化水素  

メタン、水蒸気  水蒸気   エアロゾル   エアロゾル   硝酸  

測定項目  気温   火山性SO2  

係数（赤外，可視）．  フツ化水素  気温  

勿エロル狂めj＆／  気庄   

五酸化二窒素  

気温、気圧   

－97一   



5．5．1HALOEとの比較  

HALOEと比較を行った事例lま、オゾン、二酸化窒素、メタン、水蒸気、気温で、ImS   

測定地点とHALOE測定地点との距離が300km以内、測定時刻の差が6時間以内を条件  

として抽出した。表5．9はこれらの条件にマッチした事例数（月別）である。ADEOSが   

太陽同期準回帰軌道であるのに対し、UARSは軌道傾斜角が小さい太陽非同期軌道であ  

るため、MEの測定域は月日の進行とともに高緯度域～赤道域一高緯度域を掃引す  

、る。1日あたりの測定点は、平均して日昇・日没観測それぞれ15地点で、はば同一緯度  

円上にある。  

図5．15は、各項目について4事例ずつを選び、IIALOE（バージョン19）と1LAS（バ  

ージョン3．10、4．21）のプロファイルを比較したものである。これらの事例のリストは  

表5．10に示した。また、図5．1（iにHA⊥OEに対するILASの平均相対誤差を月別に示す。  

表5．91LAS測定点から距離300km以内、測定時刻差6時間以内の事例数  

9即11   96／12   97／0ユ   97／02   97／03   97／05   97／06   

南半球  
41   38   22   21  

（日没酬  

北半球  
（目昇酬  

53   12   13   

98－   



表5．10 HALOEとIuS観測値の比較検証事例  

観測位置（1一År几ON）  観測時刻（mC）   ILAS   

シーン番弓  
観測日 －…一一一巾－－－－－一一－－－－－－－一一叫－－－  －－－－－－－－－－－－－－－－－－－…－－－－－－∴－一一一一一一  因番号  
仙 川   時間差  M  M  距離km  

【オゾン】   

96329057S   

96349124S   
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ObseⅣa＝onMode：SunSet  
Validationdata：   
03p柑tile   
HALOE（9612－9612）   
300km．720min．  
No．0［lLASdata：38   一

州
 
 

（lLAS一Validalion）／Validati  
Standard deviation 

＿50  0  50  100  
Meanrelativeresidual（％）  

い＝∨耶ionVO4・20＞HALO∈）  

ObselVatiorLMQde：SunSel  
Va】idationdala二   
03pro川e   
HALO∈（9702－9702）   
300k町720min・  
No．ot‖＿ASdataこ21  
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100  ー50  0  50  
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－50  0  50  
MeanreIativeresidual（％）  

（・：VersionVO4・2O＞HALOE）  （十：VersionVO4．20＞HALOE）  

図5・16（1）MEに対するMの平均相対誤差プロファイル（オゾン；矧11－9¶氾）  
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03pro†“e   

HAしOE（970㌻9703）   
300km，720mれ  
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ー50  0  50  
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（＋：VersionVO4．20＞HAし○〔）   

図5・16（2）MEに対するMの平均相対誤差プロフナイル（オゾン；97仰＿珊）  
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図5二16（3）MEに対するMの平均相対誤差プロファイル（二度化窒素；附1ト卵の2）  
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図5・16（りmu月Eに対するMの平均相対誤差プロファイル（二酸化窒素；珊－97髄）  
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図5．16（5）MEに対するMの平均相対誤差プロファイル（メタン；9研1－97胱）  
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図5・16（q MEに対するMの平均相対誤差プロファイル（メタン；97闇一珊）  
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ObseⅣalionMode：SunSet  
Validationdata：   
H20p「0川e   
HALO∈（9702－9702）   
300km．720min．  
No．0†lLASdat∂：21  
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（＋：VersionVO4．20＞HALOE）  （十二VersionVO4．20＞HAしOE）  

図5．16（乃 MEに対するMの平均相対誤差プロファイル（水蒸気；9机1－9邦氾）  
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ObservalionMode：SunRise  
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図5・16（りMEに対する蛸の平均相対誤差プロファイル休蒸気；珊＿珊）  
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図5．16（9）MEに対するMの平均誤差プロファイル（気温；9飢1－9珊2）  
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図5．16（1q）MEに対するMの平均誤差プロファイル（気温；9郡）3＿9¶施）  
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5．5．2 SAGEⅢとの比故   

SAGEIIとの比較を行った事例は、オゾン・二酸化窒素・エアロゾル消散係数ロ80nm）で、  

ILAS測定地点とSAGEll測定地点の距離と時間差がそれぞれ300km以内、6時間以内を条   

件として抽出した。表5．11はこの条件にマッチした事例数（月別）である。MEと同   

じく、SAGEIIも搭載衛星であるER8Sが軌道條斜角の小さい太陽非同期軌道であるため、   

測定域は月日の進行とともに高緯度域～赤道域～高緯度域を掃引する。  

図5．17は、表5．12に示したいくつかの事例について、SAGEII（バージョン5．96）とILAS   

（バージョン3，10、4．21）のプロファイルを比較したものである。また、図5．18に、SAGE  

IIに対するIuSの平均相対誤差を月別に示した。  

表5．11IuS測定点から距離300km以内、測定時刻差6時間以内の事例数  

96／11   97／01   97／02   97／04   97／05   

南半球（日没観測）   71   42   21  

北半球（日昇観測）  14   14   

表5．12 SAGEIlとIuS観測値の比較検証事例  

観測位置  観測時刻ⅣTC）  （Ⅰ一ÅⅠⅥ一ON）  1LAS   

シーン番号  
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー川．．－…－－－－－＿＿＿－一  因番号  
SAGEⅡ  M  距離bl  

観測日   
SAGEⅡ M  時間差  

【オゾン】   

96329057S   

97034465S   

97034383S   

97035044S   

97148564R   

97140061R   

97150419R   

97150460R  

【二酸化窒素】   

96311091S   

96328519S   

97034301S   

97148020R  

145  5．17（1）  
81 5．17（1）  
113  5．17（1）  
109  5．17（1）  
248  5．17（2）  
282  5．17（2）  
179  5．17（2）  
185  5．17（2）   

132  5．17（3）  
102  5．17（3）  
145  5．17（3）  
255  5．17（3）   

102  5．17（4）  
113  5．17（4）  
76  5．17（4）  
109  5，17（4）  
264  5．17（5）  
248  5．17（5）  
228  5．17（5）  
204  5．17（5）  

96．11．24 03：13  

97．02．03 16：22  

97．02．03 19：34  

97．02．04 01：59  

97．05．28 22：12  

97．05．29 01：25  

97．05．30 15：57  

97．05．30 17：33  

02ニ31 00：42：31  

15：53  00：19：35  

19：15．00：28：46  

01：58  00：01：08  

22：00  00：12：27  

01：22  00：03：20  

1（5：03  00：06：05  

17：44  00：10：42  

ー68．9／－57．8 －68．2／－60．8  

－70．8ノ39．5  －70．1／39．2  
－71．0／8臥8 －70．0／89．7  
－70．5／－59．0 －70．2／一61．7  

60．9ト17．4  58．9／－19．4  
60．6ト66．1 58．針－69．8  
57．1／69．5  58．7／70．1  
57．0／45．1  58．7／44．9  

－73．6／－76．0 －73．2／－79．9  

－69．0／16．3  －68．2／14．9  
－71．1／138．1 －70．0／140．2  
60．7／一41．8  58．9／－44．6  

－69．0／16．3 －68．2／14．9  
－71．0／88．8 －70．0／89．7  
－70．7／14．9 －70．1／14．0  
－70．5ノー59．0 －70．2／一61．7   

61．3／55．8  58．9／56．2   
60．9／一17．4  58．9／－19．4   

57．6／142．5  58．7／145．8   
5臥7／120．6  58．7／120．6  

9（；．11．06 04：53 03：54  00：59：51  

96．11．23  22：55  21：29  00：56：24  

97．02．03 13：59 12：31 00：38：03  

97．05．28 23：49 23：41  00：07：54  

【エアロゾル消散係数（780nm）】  

96328519S  

97034383S  

97034506S  

97035044S  

97148441R  

97148564R  

97150296R  

97150337R  

96．11．23  

97．02．03  

97．02．03  

97．02．04  

97．05．28  

97．05．29  

97．05．30  

97．05．30  

22：25  21：28  00：56：24  

16：22 15：53  00：28：46  

21：10  20：5（； 00：14：58  

01：59  01こ58  00：01：08  

17：23 1（i：57  00：26：18  

22：12  22：00  00：12：27  

11：08 11：00  00：07：40  

12：44 12：41 00：03：03  
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図5・18（1）S購EⅢに対するMの平均相対誤差プロファイル（オゾン；96肌珊岬晩耶朋）  
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図5・18（2）SAGEⅡに対するMの平均相対誤差プロファイル（オゾン；97価）  
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5．5．3 POAMⅡとの比吸   

POAMllは1996年11月に故障により稼働を停止し、一方IuSlま同じ年の10月末から   

稼働をスタートしたため、両者に共通な稼働期間は1996年11月のわずか1ケ月ほどであ   

る。しかし、SPOT－3がADEOSと同じく太陽同期軌道で、POAM－IIの観測領域がILASと   

ほぼ同じであるため、比較可能な事例は少なくはない。ImS測定地点とPOAMII測定地   

点との距離が30馳m以内、測定時刻の差が12時間以内という条件にマッチする事例は南   

半球（日没観測）が66例、北半球（日昇観測）が55例あった。この中からオゾンについ   

ては南半球から5例、北半球から3例、二酸化窒素については両半球から2例ずつを抽出   

し、これらについてPOAMIl（バージョン6）とILAS（バージョン3．10、4．21）のプロフ   

ァイルを比較した（因5．19）。表5．13はそれらのリストである。また、図5．20にPOAMII   

に対するⅠ仏Sの平均相対誤差を示す。  

表5．13 POAMIIとILAS観測値の比較検証事例  

観測時刻ⅣTC）  鏡測位置（Ⅰ一AntON）  
－－－－－－－…－－－一叫－－－叫－－－－－－－一一－－－－－－－一  図番号  
WⅡ  ILAS 距離kn  

ILAS   

シーン番号  
観i則日   

mMⅡ M  時間差  
【オゾン】   
96309031S   

96309359S   

96309482S   

96310184S   

96310266S   

96313438R   

96314181R   

96314222R  

【二酸化窒素】   
9（；306556S   

96307012S   

9（i313397R   

96313017R  

9（；．11．04 00：50  

96．11．04 14：22  

96．11．04 19：27  

96．11．05  07：17  

9（i．11．05 10：40  

96．11．08 17：02  

96．11．09  0（；：34  

96．11．09  08：15  

01：26 －00：35：23  

14：53 －00：31：01  

19：56 －00：29：25  

07：42 －00：25：39  

11：04 －00：24：28  

17：01 00：01：01  

06：29  00：05：16  

08：10  00：05：44  

－73，1ノ㌧42．6 －73．8ノ㌧42．8  

－72，9／114．4 －73．7／115．3  

－72．8／38．3  －73．6／39．6  

－72．6／－139．2 －73．4／－137．0  

－72．6ノ170．1 －73．4／172．5  

68．1ト38．5  68．8／司0．0  

68，0／118．2  68．7／117．8  

68．0ノ92．8  68．7／92．5  

－73．8／－1．7  －74．5／－5．7  

－73．7／－27．1 －74．5／－30．9  

68．1／－13．1 68．8／－14．7  

68．7／－140．2 68．7／－141．1  

86  5・19（1）  

91 5・19（1）  
96  5・19（1）  

112  5・19（1）  
118  5．19（2）  
99  5・19（2）  

79  5－19（2）  
79  5．19（2）   

146  5．19（3）  
143  5．19（3）  
103  5．19（3）  
87  5．19（3）  

96．11．01 22：06 22：58 －00：51：39  

96．11．01 23：48  00：39 －00：51：00  

96．11，08 15：21 15：20  00：00：28  

96．11．08 23：48  23：45  00：03：07  
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5．5．4 MLSとの比較   

MLSはHALOEとともにUARSに搭載されているセンサーである。HALOEが太陽掩蔽   

法を採用しているのに対し∴M15は大気周縁部から自然に放射されるマイクロ波を測定し、   

大気微量成分のプロファイルを得ている。   

IuS測定地点とM15測定地点との距離が300km以内、測定時刻の差が6時間以内を条   

件として抽出した事例は、表5．14に示すとおりである。11ASデータと比較可能なオゾン、   

硝酸、気温について、この中から南半球3例、北半球2例を選び、そのリストを表5．15に   

示した。図5．21は、これらの各事例についてM15（バージョン4）とIuS（バージョン   

3－1p、4．20）のプロファイルを比較したものである。また、図5．22にMI5に対する1LAS   

の平均相対誤差を月別に示す。  

表5．14IuS測定点から距離300km以内、測定時刻差6時間以内の事例数  

96／11   96／12   97仰1   9γ02   97仰4   97／05   97／06   

南半球  

（日没編醐   
12   69   13  15   65   

北半球  

（日昇椀炒   
15   49   46   14   53  

表5．15 M15とIuS観測値の比較検証事例  

観測時刻（UTC）  観測位置（L虻／LON）  1LAS   

シーン番号   
観測日・・・・－－－－一－…－－－－－－－－－一－－－一一一一一…－…－  一－－－…一一－一一…－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－、＿■－－－－一  図番号  

MI5 M  時間差  MLS M  距離km   

【オゾン】   
96347064R  96．12．12   

9（；362104S  夕6．12．27   

97100149R  97．04．10   

97137193S  97．05．17   

97164019S  97．06．13  

【硝酸】   
9（i347064R  96．12．12   

963（；2104S  96．12．27   

97100149R  97．04．10   

97137193S  97．05．17   

971（i4019S  97．0（i．13  

【気温】   
96347064R  9（i．12．12   

96362104S  96．12．27   

97100149R  97．04．10   

97137193S  97．05．17   

971（i4019S  97．06．13  

01：19  01：42  

03：50  04：28  

0（；：55  05：02  

08：15  07：54  

02：42  00：44  

－00：23：13  

－01：37：20  

01：52：32  

01：21：39  

01：58：21  

64．即179．9  64．2／－178．9  
－63．1／－95．4 －64．1／－93．8  

67．0／－142．4 （i7．0／－145．7  

－70．6／41．3  －69．5／40．4  
－65．6／146．0 －65．4／148．4  

64．8／179．9  64－2／－178．9  
－63．1／－95．4 －64．1／一93．8  

67．0／－142．4 67．0／－145．7  
－70．6／41．3  －69．5／40．4  
－65．6／146．O t65．4／148．4  

64．8／179．9 （i4．2／－178．9  
－63．1ト95．4 －64．1／－93．8  
67．0／一142．4 （；7．0／－145．7  

－70．6／41．3  －69．5／40．4  
－65．6／146．0 －65．4／148．4  

88  5．21（1）  
129  5・21（1）  
143  5・21（1）  
123  5，21（1）  
143  5・21（2）   

88  5．21（3）  
129  5．21（3）  
143  5．21（3）  
123  5．21（3）  
143  5．21（4）  

88  5・21（5）  

129  5・21（5）  
143  5・21（5）  
123  5・21（5）  
143  5・21（6）  

01：19  01：42  

03：50  04：28  

06：55  05：02  

08：15  07：54  

02：42  00：44  

01：19  01：42  

03：50  04：28  

06：55  05：02  

08：15  07：54  

02：42  00：44  

－00：23：13  

－01：37：20  

01：52：32  

01：21：39  

01：58：21  

一00：23：13  

－01：37：20  

01：52：32  

01：21：39  

01：58：21  
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図5．22（1）MIjに対するImSの平均相対誤差プロファイル（オゾン；9研1，9机2）  
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図5・22（5）MIjに対するmASの平均相対誤差プロファイル（硝酸：卯帆卯佗卯榊）  
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図5．22（7）MI5に対するILASの平均誤差プロファイル（気温；96／11，卿12）  
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第6章ILASデータの統計  

后．1月平均プロファイル 

IuSで観測したオゾン、硝酸、二酸化窒素、亜酸化窒素、メタン、水蒸気、エアロゾ   

ル消散係数（780nm）について／トジョン4．20データを用いて月別、緯度帝別に平均プ   

ロファイル（1996年11月～1997酪6月）を求めた。Ⅰ仏Sが測定を行う緯度帯は、その   

時点の太陽の赤緯によって変化する（図1．3参照）。1LAS稼働期間中の測定位置は、南半   

球では極近傍（春分の頃）から南緯65皮付近（冬至、夏至の頃）まで変化し、北半球で   

は冬季に北緯70度付近（春分の頃）から北緯57度付近（夏至の頃）まで変化する。表   

6．1に平均値を計算するために用いた月別のデータ数と測定が行われた緯度帯を示す。  

蓑6．1各月の測定が行われた緯度帯と計算に用いたデータ数  

年月   緯度帯   
オゾン 硝酸 二酸化 亜酸化 メタン 水蒸気 エアロ  

窒素  垂素  ゾル   
【南半球】  

1996．11   72．5S－67．5S   205  205  205  205  205  205  205   

199（；．12  67．5S－62．5S   386  386  386  386  386  386   386   

1997．01  67．5S－62．5S   258  258  258  258  258  258  258   

1997．02  77．5S－72．5S   1（i3   163   163  163  163  163   163   

1997．03■  82．5S－77．5S   80  80  80  80  80  80  80   

1997．04  77．5S－72．5S   125   125   125  125  125  125   125   

1997．05  72．5S－67．5S   268  268  268  268  268  2（；8  264   

1997．06  67．5S－62．5S  319  319  317  319  319  319  31（i   

【北半球】  
67．5N－72．5N                      1996．11  173   173   173  173  173  173   157   

1996．12  62．5N－67．5N   344  344  344  344  344  344  331   

1タ97．01  62．5N－67．5N   353  353  348  353  353  353  350   

1997．02  67．5N－72．5N   314  314  314  314  314  314  283   

1997．03  67．5N－72．5N   386  386  386  386  386  386  345   

1997．04  62．5N－67．5N   297  297  297  297  297  297   286   

1997．05  57．5N－62，5N   319  319  319  319  319  319  319   

1p97．0（i  57．5N－62．5N   108   108   108  108  108  108   108  

上の表に示された月、緯度帯について求めた各ガスの平均プロファイルを図6．1～図6．7  

に示す。図において、実線は平均値、横線の右端は全データの卯パーセント点、左端は  

10パーセント点を示す。点線は比較のために加えた参照大気データの同じ緯度得での平  

均鉛直分布で、中央が平均値、左側が10パーセント点、右側が90パーセント点である。   

参照大気データは、オゾンと水蒸気がUARSMLS3ÅTデータ（1991＿1994），硝酸、二  

酸化窒素、メタンがbARSCLAヱS3Årデータ（1992－1993）（いずれも周縁観測法）の亘  

れぞれ1992年のデータ、エアロゾル消散係数（78Onm）はNimbus7SAMIlの1986～1990  

年のデータである。ただし、北半球の3～6月は州mbus7SAMIlに該当する緯度帯のデ  

ータがないため、ERBSSAGE11のデータ（1986＿1990）を用いている。これら（SAMll、  

SAGEIl）はどちらも太陽掩蔽法を採用したセンサーである。  
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図6・1（1）オゾン甲月別緯度帯別平均プロファイル（南半球）  
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図6・1（3）オゾンの月別緯度荷別平均プロファイル（北半球）  
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図6．1（4）オゾンの月別緯度稀別平均プロファイル（北半球）  
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‘．2 季節平均・年平均プロファイル   

IuSで観測されたオゾン、硝酸、二酸化窒素、亜酸化窒素、メタン、水蒸気、エアロ   

ゾル消散係数（780nm）についてバージョン4．20データを用いて求めた季節平均、年平均の   

鉛直プロファイルを図6．8～図6．21に示す。一般に、季節平均は3ケ月間（12～2月、3   

～5月、6～8月、9～10月）、年平均は12ケ月間のデータが平均されるが、IuSで取得   

されたデータは8ケ月分しかないため、ここでは、季節平均は12～2月（南半球の夏、   

北半球の冬）に11月を加えた4ケ月平均と、3～5月（南半球の秋、北半球の春）に6月   

を加えた4ケ月平均とし、年平均については、11～6月の8ケ月平均とした。   

表6．2に4ケ月平軌および8ケ月平均の季節、および測定緯度帯との対応を示す。こ   

の裏に示されるように、季節平均、年平均は緯度帯別に平均されたものではないため、   

測定緯度にかなり幅があることに注意しなければならない。  

表6．2 4ケ月平均、8ケ月平均の期間の季節、測定緯度帯との対応  

南半球  北半球  

晩春～夏  晩秋～冬  11～2月  

（4ケ月）  65～88S  64～70N  

3～6月  秋～初冬  春～初夏  

（4ケ月）  65～88S  57～70N  

晩春～初冬  晩秋～初夏  11～6月  

（8ケ月）  65～88S  57～70N  
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図6．16 メタンの季節平均プロファイル  
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図6．18 水蒸気の季節平均プロファイル  
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図6．19 水蒸気の年平均プロファイル  
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図6・20 エアロゾル消散係数（780nm）の季節平均プロファイル  

ー190－   



富
里
名
⊃
l
≡
＜
 
 

図6．21エアロゾル消散係数（780nm）の年平均プロファイル  
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第7章ⅠIASプロジェクト関連の研究成果  

2000年4月末現在の1LASプロジェクトに関連する主な印刷発表を以下に示す。  

荒木信博，木村教夫，茂木勇治＼高橋庄三，仙福明，田部哲夫，森昭寿，木戸省一，石垣武夫，   

鈴木睦，笹野泰弘（1993）：衛星搭載用オゾン層観測センサ，肋血〝〟J花c加血相甲叫3，，   

457－465．  

BodekeちG・E・，LS・BoydandWA・Matthews（1997）：I．or）g－TbrmnendsinTropospheric．Ozone   

Pro用e5Measureda【450s，血お川α血乃8／卑叩0∫血仇〃乃d伽叩鮎「ねαem由一ワdれdF油化   

GJoムβJ助γ細川朗J，51－54．  

BodekeT，G・Eリ軋Nak再ima，M・Ⅹoike，YKo刀do，KX∫ebeちM．Suzukj，Tヽbko【a，H．Xanzawaand   

YSasano（1997）：NitricacidprofilemeasurementsbyILASduringtheArc（icwint6TOf1996／  

1997，fbJαr∫加ゎ甲んer∫cozロ〃eJ9ク7，415－41臥  

Burton，S・P，L・WThomason，YSasanoandS▲Hayashida（1999）：ComparisorLOfaeTOSOlextinctioTl   

measurementsbyILASandSAGEll，Geqphys・Res・Le乱，26，1719－1722・  

Dubovik，0・Ⅴ，T・Nakaiima，T・YokotaandY・Sasano（1996）：DevelopmentofGloballnversion   

AlgorithmforADEOS／II・ASSpectrometer，mS’96：CuTTmtProblemsLnAtmo甲heric，RadiatLon，   

5加∫一員β〃d敦〃川〃e∫作1おノ，541－544．  

DubovLk，0・V，T：1bko（aandYSasano（1998）：1mprovedTbchniqueforDatalnversionandIts   

App】icatiol）foTheRetrievalA】gori【hmforADEOS〝uS，A血坤aceRes・，21，397、403．  

採掘正札青木忠生，青木輝夫，鈴木睦，森山隆，石田英之，渡辺猛（1995）：近赤外領域に   

おけるメタン、二酸化炭素の吸収線強度の測定，分光研究，叫，187－192．  

Hauchecorne，A・，FIFierliandH・Kanzawa（1998）：Ⅵ1idatic．nofILASdataonpo】arslra10Spheric   

CloudsusingRMRALOMARlidar，AirPollutionReport66：PolarStratosphericOzone1997，   

665－668．  

Hayashida，S・，N．Saitotl，KUesugi，R，Nakagawa，A・Tゝnaka，T．Yokota，M．Suzuki，tl．X且nZaWa   

andY Sasano（1998）：PolarStratosphericCloudOccurrenceObservedwithTmprovedLimb   

AtmosphericSpectrometerovertheArcticintheWinterof1996／1997andComparisonwithTbtal   

OzoneMappingSpeCtrOmeterBoardonADEOS，平成9年度第8回大気化学シンポジウム研   

究集会講演集，16ふ1甜．  

樋口聡，鈴木勝久，森山智弘，中島英彰，近藤豊（1998）：陸別・母子里におけるエタン気柱   

全量の季節変化（1995－1997），平成9年度第8回大気化学シンポジウム研究集会講演乳   

98－101．  

市橋宏基，山下博，木戸省一，藁谷克札荒木信博，鈴木睦（1998）：IL鳩－1I用分光計スリ   

ット関数の導出，第24回リモートセンシングシンポジウム講演論文集．117＿120．  

Jucks，KW．，D．G・Johnson，KVChance，W．A．Traub，J・J．MaTgitan，G．B．Osterman，R．，，Salawitch  
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and Y．Sasano（1998）：Observations ofOH，HOz，H20，and O3in the upper stratosphere：  

lmplicationsforHOxphotochemlStry，Geqphys・Res・Lett・，25・3935－3938・  

Kanzawa，H．，Y Kondo，C．Camy－PeyretandY Sasano（1995）：Ballooncampaignsa（Kimna   

－EsrangeplannedinlLÅScorrelativemeasurementsprogram，Proc・12thESA砂mp・Rocket＆   

加地onPmgrdれmeS＆Re加edRe5・，ESA－SP370，345－349・  

Kanzawa，H．ed．（1996）：1LAS＆RISDatahandlingFacilityUSAGEGUIDE（Versionl・0），   

F－104－’97／NIES．  

馳nzawa，H．ed．（1996）‥IuS＆RIS衛星データ処理運用処理施設利用の手引き， 

F－103－’97／NIES．  

神沢博（1996）＝衛星搭載オゾン層観測センサーIuS初データ取得，地球環境研究センター   

ニュース，VOl．7，No．6，1－5．  

神沢博（1996）：衛星データを用いた大気中の物質循環の研究－ADEOS及びADEOS－1Ⅰ以   

後－，衛星による成層圏・対流圏化学の研究に関するワークショップ報告書，327－342・  

神沢博，近藤豊，中澤高清，本田秀之，矢島信之（1996）：キルナにおける1LAS検証気球キ   

ャンペーンについて，大気球シンポジウム平成7年度，37－40．  

Kanzawa，H．ed．（1997）：IuS Correlative Measurements Plan，NIES TヒchnicalReport，   

F－105－’97／NIES，178pp・  

Kan乙aWa，HりC．Camy－Payret，Y Kondoand N・Papineau（1997）＝Implementation and first   

scientificresultsofthelI＾SValidationBalloonCampalgnatKiruna－EsrangeinFebruary，March  

1997，伽c．J∫J力且別勘叩．血た尺oc鳥eJ＆助Jわ0〝Pmgrα椚肌e∫＆尺e加点e∫りESASf■－397，   

211－215，  

Kan2．aWa，H．，M．Shiot左ni，M．Su2nlki，T．1bkotaandYSasano（1997）：StruCtureOfthepolarvortex   

oftheNorthernHemispherewinterof1996／1997asobservedfromlonB－1ivedtracerdataoflLAS，   

伽c．乃〟血ムα血er相加〝〟JI物ノ如月呼0〃ぶrαわ甲カビ′fc〔溝β〝geα〃d加点oJe血C伽〝Jeα〃do〃   

助e」罰WO∫－CJ∫αナビ〃血〟f∫∫わ〃（乃〟血みα，20－22（フcわみerJ99刀，158－162・  

Kanzawa，H．，M．Suzuki，T．Yokota，Y．SasanoandM．Shiotani（1998）：AnalysisofthePolarlゐrtex   

StruCtureUsingI＿Dng－1ivedTracerDataofILAS，第8回大気化学シンポジウム研究集会講演   

集，160－165．  

Xanzawa，H．，M．Suzuki，TYokota，andYSasano（1998）：Behaviorofthepolarvortexofthe   

northemhemispherewinterof1996／1997asobservedfromlLAS，AirPoEtutionRq，Ort66：PoLar   

StraLOqhericOzone199ろNtR、P．HarTis，ItKilbane－Dawe，G・TAmanatidisEds，459－462・  

神沢博（1998）‥衛星センサーⅠ仏Sによる北極成層圏の観測（日本気象学会1997年度秋季   

大会シンポジウム「北極圏の大気循環と物質循環」の報告4，天気，45，770－772．  

神沢胤山中大学（1998）‥気象データベース「大気組成変動予測研究に関わる研究の現状   

と今後の課題一化学天気図の作成を目指して－」，地球科学技術フォーラム／地球変動研   

究委員会アジア太平洋大気組成変動予測グループ編（第9革），47－52．  
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神沢博（199鋸南極観測，気象化学事典（日本気象学会編），東京書籍，409＿411．  

神沢博（1998）‥オゾンホール，流体力学ハンドブック（日本流体力学会編），丸善，1161＿1162．  

Kanzawa，H・（1999）‥Ⅵ1idationexperimentactivitiesinILASandIuS－Il，Proc．hzternaLionaL  

I抱血月中0〝ぶ〟占用fJ肋eIgr－W〃Ve伽∫erV〃血〝げ血rf力id加叩力ere舟0明和αCち199・205．  

神沢博（1999）：人工衛星のオゾン全量データが示す南極オゾンホールのダイナミックな動   

き、ながれ，日本流体力学会誌，1＄（3），131－132．  

神沢博（1999）＝オゾンホールの力学、ながれ，日本流体力学会誌，1＄（3），147－155．  

神沢博，笹野泰弘，横田達也，中島英彰，鈴木睦，塩谷雅人（1999）：IuS長寿命トレーサ   

ーデータ質評価とその解析，第9回大気化学シンポジウム講演集，51－53．  

Kawamura，T，A．Xuze，S．Mori，M．Suzuki，YSasano，H．Na噂ma，M．Chamb云Tland（1999）‥   

FeasibilitystudyforspaceTboanecompactFrSandpreliminarytestresultsoflaboratorymodel・   

伽c．椚E，3759，294－304．  

川島高弘，久世暁彦，森重隆，鈴木睦，笹野泰弘，中島英彰，植村暢之M．Chamberland（1999）：   

太陽掩蔽法フーリエ干渉分光計の要素試作試験結果第9回大気化学シンポジウム講演集，   

79－82．  

北和之・松川茂久・近藤豊，小池真，池田響，超永軌杉田孝史（1999）：秋季北部大西洋   

域におけるReactivenitrogenの分布と起源，第9回大気化学シンポジウム講演集，14l－146．  

Knudsen，8・M，N・b指en，I・S・Mikkelsen，J・－J・Morcre眠，G・0・8raathen，E・Ⅹyo，H・Fast，H．   

Gernandt，H・Kanzawa，H．Nakane，V Dorokhov，V Yushkov，G．Hansen，M．Giland R．G．   

Shearman（1998）：OzonedepletioninarldbelowtheA∫Cticvortextbr1997，Geq）fD｝S．Res．LetL，   

25，627－630．  

小池真，近藤豊，超永浄，池田響，北和之、杉田孝史（1999）：SONEX航空機観測の概要，第   

9回大気化学シンポジウム講演集，137－1勅  

Kojima，Y，M・Nakajima，T・Moriyama，TAokiandM・Suzuki（1994）：JapanIsstrategyforearth   

ObservationbyspaceborneinfraredinstrumentS，Proc・坤ared郎acebomeRemoteSensing〃，   

22古8，23－30．  

Xo刀do，Y，M・Ⅹojke，A・Enge】，U・Schmidt，M・Mue”eちTS噌ita，H・KaれZaWa，TNakazawa，S・   

Aoki，H・Irie，N・Tbriyama，TSuzukiandY Sasano（1999）：NOy－N20correlationobserved  

insidetheArcticvortexinFebruary1997：Dynamicalandchemicaleffects，J・Geqphys・Res・，  

104（D7），8215－8224．  

KreheT，K，H・Kanzawa，H・Nakane，M・Suzuki，YSasanoandG・E・Bodeker（1998）：Arcticozone   

depletionfromFebruarytOApri11997asseenbyozonesondesandIIASaboveKiruna，Air   

PollutionRq，Ort66：PoLarStrato平hericOzoTZe1997，N．R．E Hamis，Ⅰ．Kilbane－Dawe，G．T   

AmanatidisEds，293－296．  

Kreher，K，G・E・Bodeker，H・Kanzawa，H．Nakanea、ndY．Sasano（1999）：Ozoneandtemperature   

PrOfi】esmeasL）redaboveKfn］T）ainside，a（theedgeof，andou（Side（heArcticpo］arvortexiT）  

－194、   



FebruaryandMarch1997，Ge甲hys．Res．LeEt・，26，715－718・  

Ⅹuze，A．，M，Suzuki，K・Nakamura，］．n桓iandY Sasano（1998）：Designandperformanceof  

ILAS－1Ieche11e gratingspectrolneter for C10NO2measurement，伽ceedings dSLW，3437，   

240－248．  

Kuze，A．andM．Suzuki（1998）：ConceptualstudyonSWIRscatteredJightmeasuremen亡SWf（ha   

SatelIitebomecompac【FrS，伽c弛ブ加伊」加∂平カど′∫cCルビ朋由りみ叩｝那加椚，180・183・  

久世暁象鈴木睦（1998）‥衛星搭載用小型干渉計による近赤外大気散乱光測定の概念検討，   

第8回大気化学シンポジウム平成9年度研究集会講演集，180－183．  

Kuze，A．，T．Kawashima，M．Suzuki，H．Nakajimaand YSasano（1999）：Conceptualstudyon   

SWIRscatteTedlightmeasurementfromspacewithacompactFTS，伽c・AS5P7況ダ，022・  

Lee，K－M，，J．M．McInemey，Y Sasano，J．H．Park，W ChoiandJ・M．RussellIII（1999）：  

1ntercomparisonoflLASandHALOEozoneathighlatitudes，Geqphys・Res・Lett・，26，835－838・  

森山智宏，鈴木勝久，中島英彰，趨永浄，近藤豊，小池真，樋口聡（1998）：エタン気柱全   

量導出時のフィッティング残差のプロファイル依存性，第8回大気化学シンポジウム平成   

9年度研究集会講演集，102－105．  

Mukai，S．，】．Sano，Y Sasano，M．Suztlkiand T．Yokota（1994）ニRetrievalAlgorithms for   

StratosphericAerosoIsBasedonADEOS／lLASMeasurements，IEEE升allSaCtionsorLGeoscience   

伽d月e′搾OJe滋〝∫i〝g，3Z，1142－1127・  

Mukai，S．，Ⅰ・Sano，Y．Sasano，M・SuzukiandT・Yokota（1995）：OpticalPTDpertiesofstratospheric   

aeTOSOIs，ddu勘βCe尺e∫．，17，64－70．  

MuTafa，L，N．Fukuma，YOhtaki，H．Fuku11ishi，H．Kanzawa，H・NakaneandK・Shibasaki（1998）：   

The validation experiments forlI．AS with a tunable diodelaser heterodyne spectrometeT，   

P和Ceed加g∫d加0甲加rfcCんど肌由り，紗叩0裏〟椚，189・192・  

Murata，Ⅰ．，N．Fukuma，YOhtaki，H．FukunIshi，H．Kan2・aWa，H．Nakanear）dKShibasaki（1999）：   

Measuremen【sofO3andN20inAlaskaw抽atunab】ediodelaserheterodynespectrometer，   

勘dCe尺e∫・，24（12），1623－1626・  

Nakajima，T，YSasano，M，Suzuki（1993）：VisibleRerr10teSensingAlgorithmstheImprovedLimb   

AtmosphericSpectrometerAboardADEOSSatellite，ChrrentProblemsilZAEmo5PhericRadiation，   

383－385．  

NakajLma，H．，Y Kondo，M．KoLke，Y Zhao，RThomas，A．MeieT，A，Steen，X．Liu and EJ・   

Murcray（1998）：ValidationofILASO3andHNO3datausingground－basedFTIRmeasurement   

at砧mna，Proceedf〃g∫げ∫d」βEO∫即叩0血椚／I鞄r血んqpα〝dJj〟‡〟d∫∫cie〝Ce〟ee血g，   

287－299．  

Na叫ima，HリⅩ．Liu，Ⅰ．Murata，YKondo，FJ．Murcray，M．鮎ike，YZbaoa刀dH．N∂kane（1998）‥   

Retrievalofheight profiles ofstratospheric ozone from ground－basedinfrared solar spectra   

ObtainedalRi如betsu，Japan，Proceed玩gs呼j肋Q比α加〃托ねJOzo〃e和明，0∫f〃椚，2，955－958・  
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Nakajima，H・andYSasano（1998）：ILASvalidationstatusandsomepreliminaryanalysisonthe  

1997spnngarcticozonedepletionobservedbyII．AS，伽c．血ernotionaLWbT・鮎hqpo17EheArcfic   

d加0乎九e柁Ob∫e〝〃Jわ乃，155－160．  

Nak可ima，H．，YSasano，H．Kanzawa，H．Nakane，IiGernandt，Vl血shkov，VDrokhovandT   

De5h】er（1998）：JIASozoneva】ida血nw肋co汀eh正veozonesondemeasuremenb，伽cee血g5   

げ2乃d此d∫劫′由〟gβ血g，137－160．  

Nakajima，H．，Y Sasano，T．Yokota，H．Kanzawa and M，Suzuki（1999）：Measurements of   

StratOSpherictraceconstituentsbylmprovedlimbAtmosphericSpeCtrOmeter（ILAS）onboardthe   

AI）EOSsatellite，Proc・q，ticalRemoEeSensingqftheALmo乎here，19－21．  

Nakajima，h．，T．St唱ita，T・YokotaandY・Sasano（1999）：SolaroccultationFrSinaninclinedorbit   

Satellite for upper trOpOSphere and stratosphere trace gas measurements，fburier7｝anゆrm   

砂ec加∫C呼yご胸w〟efろ0ゐ〃〃dd即〟c〃√わ〃ち73－75．  

中島英彰，笹野泰弘（1999）‥IuSによるオゾン層科学への貢軌可視化情艶19，57－60．  

中島英彰，笹野泰弘神沢博，中根英昭，二宮真理子（1999）：IL冬5で測定された極渦内での   

オゾン減少について，第9回大気化学シンポジウム請演集，54．  

中島英彰、笹野泰弘（1999）‥IuS－11後継機開発へ向けて，第9回大気化学シンポジウム講演   

集，19－22．  

中島英彰，横田達也，飯田隼人，笹野泰弘（1999）：UARSデータに基づく大気微量成分統計   

量データベース甲作成，天気，4叫9），55－60．  

中村邦雄（1995）＝赤外計測によるオゾンセンサ，次世代センサ，5，6－10．  

NakaJle，H・aTZdY．SasaT70（1998）：ArcticOzoneDepletioJlinSpring1997RevealedbylLAS，me   

乃f而dβgO∫郎〝甲那加桝／I略成功呼8〝〟乃ピノj助几4∫洗お〝Cg乃〃刑〟eg加g，13－22．  

Oelhaf，H．，H．Fischer，G．Wetzel，M．Stowasser，EFriedlTVallon，G．Maucher，0．甘ieschmanJl，R．   

RuhnkeandY・Sasano（1998）：lnteTCOmparisonofllAS／ADEOSwithMIPAS－Bmeasurementsin  

lateMarch1997，Proceedi〃gぶげ且PJ耳，35（Il，92－99．  
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付録IuSIIの概要   

mASの後継機である改良型大気周縁赤外分光計ⅠⅠ塾（iIAS－ⅠⅠ）は、2001年11月打  
ち上げ予定の環境観測技術衛星ADEOSに搭載されることになっている。11AS－11は、  
IuSの機器構成を踏襲しながら、観測波長範囲を広げるとともに高度分解能を高めたも  
のであり、大気微量成分やエアロゾル、気温、気圧などの高度分布をより精度良く測定  
することができる。  

（1）ADEOS－1Ⅰの概要  
ÅDEOS＿llはADEOSの後継機として、その観測ミッションを継承すること  
を目的し、オゾン層の破壊、地球温暖化等の全球的環境変動のメカニズムの把  
握やグローバルな気候変動研究に寄与するとともに、気象や漁業などの実用面  
での活用が期待されている。  
宇宙開発事業団（NASDA）は、ADEOS－1Ⅰを2001年11月に種子島宇宙セン  
ターから打ち上げる予定である。ADEOS－IIにはILAS－11の他にPOLDER（地  
表反射光観測装置；フランスCNES）、AMSR（高性能マイクロ放射計；NASDA）、  
GLI（グローバル・イメージヤ；NASDA）、SeaWinds（海上風観測装置；アメ  
リカNASA）の4つのセンサが搭載される。  
ADEOS＿11の主要諸元を表1に示す。  

表1ADEOS－11の主要諸元  

寸法 
本体   約5×4×4m  

太陽電池パドル   約3×24m   
全重量・  約3，680kg（打ち上げ時）  

重量  
ミッション機器重量  約1，300kg   

寿命   
設計寿命   3年  
搭載燃料   5年分   

種類   太陽同期準回帰軌道  
軌道高度   802．9km  

軌道  
軌道傾斜角   98．62度  
周期   101分  
回帰日数   4日  
降交点地方時   午前10時30分士15分   

（2）ILAS二Ilの概要  
ILAS＿llの主要諸元を表Zに示す。1LAS－Ilの観測原理はImSと同様、太陽   
掩蔽法で、ADEOS＿ⅠⅠの軌道上での日の出、日の入り暗に地球周縁の大気を通  
してILAS＿1Ⅰセンサに到達する太陽光の透過率を波長毎に測定する。  
観測領域もILASと同じく南北両半球の高緯度域で、1日の観測地点数は各  
半球でそれぞれ14地点となっている。  
IuS＿ⅠⅠは4つの測定チャンネルを持っている。そのうちCh．1～3は赤外の  
チャンネルで、気体成分によって吸収を示す波長位置が異なることを利用して  
これらの吸収の強さの情報から複数の気体の濃度を推定する。Ch，4は可視光の  
チャンネルで、可視のエアロゾル消散係数、気温と気圧の高度分布を得ること  
に使われる。  
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表21LÅS－11の主要諸元  

Ch．1：6．2ト11．761↓m（1，610－850cm‾1）  
観測波長域  Ch．2‥3．0－5．7〟m（3，333－1，754cm‾1）   
（波数）  Ch．3：12．78－12．85〃m（782－77鮎m‾l）  

Ch、4：753－784nm（13．翁0－12．755cm‾1）   
03，HNO3，CH4，H20，N20，NO2，  

観測対象項目  CFC－11，CFC－12，C10NO2，エアロゾル，  
気温，気圧，CO2（圧力測定用）   

測定高度  
10－60km  

（雲頂高度から250kmまで連続観測）   
高度分解能  1km  

オゾンは1％  
目標精度       濃度分解能      ClONO2以外の微量成分は5％  

ClONO2については検討中   
測定領域  北半球：57－72度   
（緯度帯）  南半球：65－90度   

分光方式  
Ch．1＿Ch．3：平面回折格子分光器  
Ch．4：凹面回折格子分光器   

データレート  453．7kbps（10Hzサンプリング）   
重量  133k文（最大）   

消費電力  120W（最大）   

IuS＿Ilプロジェクト  
1uS－ⅠⅠプロジェクトはIuSプロジェクトを引き継ぐ形である。  
検証実験については、ILAS－ⅠⅠ観測開始後、スウェーデンのKhⅧaにおける大  
気球キャンペーン、Ⅹim朋および昭和基地などにおける地上リモートセンサー  
による観測が予定されている。   

IuS・ⅠIDIIF  

ILAS＆IuS＿ⅠⅠ衛星データ処理運用施設は、2000年2月1日よりILAS－1Ⅰ衛  
星データ処理運用施設（ILÅSTIIDHF）と改称した。P  
ILAS－ⅠⅠデータ処理運用施設システムのハードウェア構成およびソフトウェ  
ア構成は、ILAS一Ifホームページ上で紹介されている他、IuSニュースレター  
に作業状況の報告と今後の予定が掲載されている。  
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